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（午前９時30分 開議） 

○議長（森下伸吾君）おはようございます。 

 ただ今の出席議員は17人で、定足数に達し

ております。 

                     

○議長（森下伸吾君）これより本日の会議を

開きます。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（森下伸吾君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において、９番 堀内君、

10番 垣内君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（森下伸吾君）日程第２ 一般質問を

行います。 

 順番13、７番 岡君。 

〔７番（岡 弘悟君）登壇〕 

○７番（岡 弘悟君）おはようございます。 

 ３日目１番、皆さんお疲れのところでしょ

うけども、１時間ほどお時間を頂きます。 

 一つ目の質問は、メタバース（仮想空間）

の活用について、可能性について質問させて

いただきます。 

 このメタバース、山梨県甲府市のほうで、

もう以前からすごく行きたくて、ただ、甲府

市のほうに行くにはかなり交通ルートが大変

なので、どうしようかなと悩んでいたんです

けども、８番議員が甲府市に連絡をしていた

だきまして、担当課とお話をしていただいて

視察を受け入れていただきました。 

 甲府市のほうにも２時間ほどみっちりと、

その中でお話を聞けて非常にありがたかった

です。この場をお借りして、甲府市の担当課

の皆さん、そして、ご協力いただいた皆さん

に感謝申し上げます。ありがとうございまし

た。 

 このメタバースのお話なんですけども、今、

インターネットが広がる前に、インターネッ

トの可能性を多くの方が示唆し、現在はこの

メタバースについての可能性を多くの方が示

唆されている。特に、1995年に公開されまし

たアニメーション映画の「ゴースト・イン・

ザ・シェル」では、インターネットの可能性

を広く感じる内容になっていました。 

 1995年といいますと、ウィンドウズ95が発

売されてインターネットが飛躍的に広がった

年。その年に公開された「ゴースト・イン・

ザ・シェル」、最後に主人公が言った言葉が「ネ

ットは広大だ」と。その言葉に象徴されるよ

うにネットは広大になりました。国境もなく、

時間も短縮でき、全てを集約する、今、皆さ

んが一番頼りにするツールがインターネット

になりました。それが1995年に公開された「ゴ

ースト・イン・ザ・シェル」、それが示唆した

と。 

 そして、最近なんですけども、最近という

か、もう僕らの年になったら最近なんですけ

ども、2009年に公開されました、これもアニ
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メーション映画ですけども、「サマーウォー

ズ」。「サマーウォーズ」の中ではメタバース

が生活の必需品となり、そのメタバースを狂

わされることによって日本の経済と生活がぐ

ちゃぐちゃになって、それをどうやって阻止

していくかという、非常によくできたアニメ

ーションです。 

 まだご覧になられてない方は、もうこれぜ

ひとも見てほしいアニメです。2009年公開の

細田守監督の「サマーウォーズ」、見ていない

方はぜひ、今日帰ったら見てください。 

 一つ目の内容です。メタバース（仮想空間）

を活用し行政サービスを広げよう。 

 メタバース（仮想空間）は現在、様々な分

野で活用されています。その可能性は今後の

技術の進歩に合わせて大きく広がっていくで

しょう。そのメタバースを取り入れ、最新の

行政サービスを行っているところがあります。 

 その一つとして、甲府市であります。甲府

市では、ひきこもり対策としてメタバースを

活用しています。つまり、ひきこもりをして

いる方で何が一番の障壁になるかというと外

出であり、メタバースはこの障壁を簡単に取

り除くことができるからです。電話やメール

といった声や文字だけのツールではなく、ア

バターを使い、仮想現実の中に出かけ、他人

と関わることができるわけです。 

 この技術は我々よりも現在の子どもたちの

ほうが身近に感じているのは言うまでもあり

ませんが、今後この技術は、医療、介護、そ

して、不登校児童の相談、居場所にも活用さ

れるのは時間の問題です。それほどメタバー

スは可能性を持ったものだと感じます。 

 さて、本市ではメタバースを使い、どのよ

うな活用ができるのかを想像してください。

可能性は無限大です。この技術により、多く

の行政サービスの向上、コスト削減が実現で

きます。今からでも真剣に考えていくべきだ

と感じます。 

 今後、本市が対応する事例は大幅に増えて

いくでしょう。その中で、人、時間、コスト

を考えたとき、対応できるのでしょうか。メ

タバースはこの問題を解決する糸口になる技

術です。 

 活用法は想像力でいくらでも広がります。

ネット世界が現実の世界より広がり、距離も

国境もなくしたように、本市ではこの技術、

メタバースについての活用をどのようにお考

えか。 

 二つ目の質問なんですけども、これは、財

政自由度１％の現実の中で今考えるべきこと。 

 議員の皆さんはご存じだと思いますけども、

本市で予算組みをしている中で自由に使える

お金は１％です。多くの議員が毎回一般質問

されています。できないですよね。皆さん、

１％ですよ。 

 これ僕、大げさに言うとるんと違います。

99％、既に行くところが決まっているんです。

１％しか自由度はないんですよね。その中で

我々議員が提案をしている。それは市長も頭

痛いと思いますよ、正直な話。議員からは本

当に、１％しかない予算の中で、自由度がな

い中で、本当にやらなあかんという。 

 今回もちょっと、16番議員の質問なんかは

もうど直球です。もうやらざるを得んと。も

うそんな質問されてしもうたら、１％の中か

らやらざるを得んのです。じゃ、何か削って

いかなあかん。それぐらいに今の自由度って

ないんです。これ大げさに言うてるんじゃな

いですよ。本当の話です。 

 そんな中で、じゃ、その１％について考え

るんじゃなくて、その１％の自由度というの

にもすごいリスクがあるんです。何のリスク

かというたら、皆さん、朝起きたときにドル

円とか見たりしますか。今日の為替。見ない

ですよね。でも、実は行政にも大きく関わっ
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とるんです、正直な話。 

 今の円安というのが、一般のご家庭にも影

響を与えているように、行政にも影響を与え

とるんです。そうしたら、金利上昇について

考えてみようというときに、簡単に、マスコ

ミの皆さん、報道でよく見ますけど、対ドル

に対しての金利差があるから金利を上げるべ

きやと。僕もそない思います。ただ、上げら

れない理由がある。 

 国債の発行額は今のＧＤＰに対して100％

です、ほぼ。アメリカはＧＤＰに対して20％。

これ何を意味するかというと、１％上げるこ

とによって国債発行に対する金利がつくじゃ

ないですか。膨大な金利が上がるんです。国

はそんなことできないですよね。 

 もう一個、これちょっと特殊な話なので、

もう詳細は省きますけど、金利を上げるとい

うことは国債の価格が下がるんです、これ。

1,000円やったのが、例えば950円とかになる

んです。国債ってそういう性質なんです。金

利を上げるということは元本が下がるんです。 

 そうしたら、その中で、今買っていただい

ているところは含み損になるんです。そうし

たら、財政余力のあるところは耐えられます

けど、地方銀行なんて一気に含み損です。だ

から、アメリカでは地銀が潰れていく、好景

気やというのに地銀が潰れていったっという

のはそこなんです。金利が上がるから元本が

割れていくんです。 

 そういった状態に今後、日本も恐らくなっ

ていくと思います。それをやっぱり今から。

知らなかったとか分からなかったという話は

簡単です。でも、そうじゃなくて、今からや

っていかなあかんのです。３年後を見据えた

上で今からこの施策をやっていかんと、３年

後には、あああという話になります。 

 だから、僕、毎回ちょっと嫌なこと言うん

やけど、今回もこれかなり嫌なことを言わせ

てもらおうかなと思ってるんやけど、これ今

やらな、ほんまに駄目です。 

 二つ目。現在、本市の財政指標から見た財

政自由度は約１％。この現実を皆さんご存じ

ですか。つまり、予算のほぼ全てが、既に使

えるところが決まっている状態です。この現

状の中で、新規事業を新たに行える余裕はあ

りません。 

 この現実の中では、我々議員が一般質問な

どで新しいことを提案しても、実現する可能

性は低いでしょう。さらに、円安や金利上昇

といったインフレに向けた対策が本市の財政

状況を悪化させるのではないかと危惧してい

ます。 

 今この現状で、なぜスクラップ・アンド・

ビルドができていないのでしょうか。膨大な

予算書に記述されている事業が本当に削るこ

とのできない事業と仮定するなら、本市は新

しいことにチャレンジする財政の余裕は皆無

です。つまり、何らかの形で消滅した事業に

新たな事業をはめ込むだけの単純な運営しか

できない状態です。 

 例えば、補助金や助成金などはどうでしょ

う。新たに参入する団体や民間事業に出せま

すか。補助金だけではありません。先ほど述

べた事業についても同じことが言えるでしょ

う。もし今の事業全てが本当に必要であり、

削ることができないかけがえのない施策であ

るなら、何も言いません。しかしながら、円

の価値が下がる中で今後の財政運営が圧迫さ

れるのは確実です。 

 その中で、財政自由度１％、その現実に向

き合ったとき、今何をすべきであり、新たに

取組みを行う手段は事業のスクラップではな

いでしょうか。今後のお考え、そして、現実

に円安、金利上昇のシナリオの中で本市の現

状をお示しください。 

 以上です。明確な答弁よろしくお願いいた
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します。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君の質問項目

１、メタバース（仮想空間）を活用し行政サ

ービスを広げように対する答弁を求めます。 

 総合政策部長。 

〔総合政策部長（井上稔章君）登壇〕 

○総合政策部長（井上稔章君）メタバース（仮

想空間）を活用し行政サービスを広げように

ついてお答えします。 

 メタバースはインターネット上につくり出

された仮想空間で、アバターと呼ばれる自分

の分身となるキャラクターを操作し、他のユ

ーザーとのコミュニケーションなどができる

ツールとして、様々なシーンで活用されてい

ます。 

 議員おただしのとおり、他の自治体におい

ては、ひきこもり対策への活用や地域の魅力

発信による観光業の活性化、また、地理的な

制約にとらわれない各種相談事業やふるさと

納税の奨励にも活用されている事例などが挙

げられています。 

 本市としては、これからの時代、各施策に

おける課題解決としての活用をはじめ、ＤＸ

推進の観点からも、市民や事業者の方々の利

便性を高める行政サービスの向上、職員の働

き方の範囲を広げることも可能であり、メタ

バースの活用が大きく期待できると考えてい

ます。 

 一方で、実施にあたってはプライバシー保

護やセキュリティの対策が求められるととも

に、子どもたちや若年層はメタバースを身近

に感じているようですが、まだ全世代に十分

に認知されている状況でないとも捉えていま

す。 

 このため、本市にとってメタバースの技術

が活用できそうな分野から調査研究をしてま

いりたいと考えます。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君、再質問あ

りますか。 

 ７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）ありがとうございます。 

 一つ目の質問は提案型で、無理にやってい

くべき、やらなあかんという話ではないんで

すけど、メタバースというのは僕ら世代より

も本当に子どもたちのほうが身近で、小さな

子どもがいらっしゃったり孫がいらっしゃる

方やったら、子どもたち「どうぶつの森」と

かされるじゃないですか。あれこそほんまに

メタバースですよね。仮想空間。 

 だから、子どもたちにとってはすごい身近

なツールであって、チャットやメールなんか

よりもアバターを使って直接、何か人と触れ

合っているような感覚になるというのかな。

文字だけではなくて、本当に仮想現実世界の

中で生きているかのような。いい面もあり悪

い面もあるんですけど。そこで完結してしま

うので。 

 ただ、僕の知り合いからちょっと聞いた話

で、メタバースを使って、介護状態にある方

にＶＲゴーグルをつけて仮想空間なんかを散

歩してもらったり、仮想空間の中でお友達と

出会ってお話をしてもらったり、もう外にな

かなか出るのが難しい方に活用していく事業

を始めていこうという方もいらっしゃいまし

た。 

 これ民間の企業で、これから、もう企業と

してはやってはるんですけども、今後そうい

う分野に広げていきたいなというお話も聞い

ています。それほど可能性の高いものなので、

本市でも何か使えるものがないのかなと。 

 いや、たくさんあるんです、本当に。本当

にたくさん使えます、いろんな発想次第で。 

 甲府市のほうで早速されているというので、

ちょっとお話を聞きに行ったんですけど、画

像を見ていただけますか。 

 これ甲府市がつくっている「心のよりどこ
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ろ空間」。今、真ん中にやっているのが僕が選

択しているアバターです。これくるくるくる

くる回したら動くんですけど。これ僕が選択

しているんです。 

 アバターはたくさん種類あります。アバタ

ーを選ぶのには、これ。自分で好きなアバタ

ーを選べます。この中で自分の好きな。たく

さん、かわいいものから何かテレビやら。こ

れはもう自分で設定もできます。Ｗｉｉとか

使っている人は自分でアバター作ったりしま

すけど、こういったものもできると。 

 これ入室、ルームに。これ誰でも入れます

ので、入ってみます。 

 これが仮想空間の中なんですけども、この

中で行政が行っている、例えばこの空間の中

でサービスとか空間のご案内とか、こういっ

た掲示がされています。この中で約束事もあ

ったり、あとは今行っている例えば施策でこ

ういうのがありますよとか、これもうリンク

につながっているので、押したらもうこれリ

ンクにすぐ飛ぶんですけども。 

 これでひきこもりの方対策でされているん

ですけども、基本的に相談は予約制です。職

員が24時間張りつくわけにはいきませんので。

奥に予約ルームがあって、そこを予約すると、

そこで時間とかを指定して、相手もアバター

で話ができる。 

 これ面白いのが、チャットとあともう一つ、

直接マイクで話ができます。やっぱりその辺

は非常にメールと違うところかなと。だから、

本当に会話ができます。 

 試みとして、いろいろお話を聞いていたん

ですけど、これ入室される方は何千人もいて

いるんですけど、なぜかまだ相談件数はゼロ

とおっしゃっていました。 

 これ僕、甲府市にもちょっと、正直な話、

僕も立場が議員なので、思わず一般質問みた

いに聞いちゃったんです。「何でひきこもり対

策にこだわるんですか」と。僕は正直な話、

不登校になっている子どもたちのためにもや

られているのかなと勘違いしとったんです。

そのほうが話しやすいので。 

 でも、ひきこもり対策に特化してしまうと、

引き籠もっている方はこの情報をまず知らな

い。こういうことやっているという情報を知

らない。あと、もともと電話やメールとかで

相談はあるんやけども、どちらかというと、

ひきこもりをされている方の保護者の方から

の相談が多い。 

 保護者の方というのは正直な話、使える方

が少ない。アバターとかそういうのはあんま

り。ちょっと年齢が高い方もいらっしゃるの

で。だから、そういった中で利用が少ないの

かなというのはちょっと話をさせてもろて、

そうしたら、甲府市も、ああ、小学校で使っ

てみようかなとかそんな話をされていました。 

 いろいろこんな可能性もある、こんな可能

性もあるん違うかと話したら、やっぱりやら

れているところなので、どんどん僕の意見を

聞いてくれるわけです。こっちも気分がいい

のでどんどんしゃべっていたら２時間たって

しまって、これはもう本市に帰ったらぜひと

も一般質問やと。でも、よく考えたら、うち

の市はまだやってなかったなと思いながら。 

 でも、こういった、かわいくもできるし、

コーヒーを飲んだりもできるんです、中で。

ちゃんと喫茶みたいのもあるんです。自分で、

アバターでコーヒー入れたりもできる、そう

いうちょっとおちゃめなところもあるんです

けど。 

 こういったものを活用していったらどうで

すかという話なんですけども、本市として、

じゃ何に使えるのかというと、やっぱり僕、

先ほどお話しさせてもろうた、学校の子ども

たちにこれを使えないかなと。 

 ただ、多分、教育長も同じ思いでおられる
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と思うんやけど、これって危険性もあるんで

す。ここで完結してしまうから。 

 逆に言うと、この技術を活用したら、これ

僕、甲府市でもあんまり言わんとこうかなと

思ったんやけど、思わず言うてしもうたんや

けど、完結したら、ひきこもりの人は出てこ

ないですよと。これで完結するので。だから、

危険性もあるんです。 

 でも、活用次第によってはすごくいいツー

ル。だから両面、いうたら、いいところが分

かっているし悪いところも分かっているもの

って使いやすい。だから、いいところを、じ

ゃ、どうやって行政で力を入れていけるかと

いうところを考えていったら、やっぱり僕、

今は。 

 いろんな使い方があります、いろんな。こ

れから職員の、例えば、住民票はコンビニと

言うてるけど、仮想空間でできるようになる

かもしれん、ほんまの話、正直な話、それぐ

らいできるシステムなんです。 

 だから、そんなんは考えてもろうたらいい

けど、今、一番、僕が気になるのは、そうい

う不登校の子どもたちにこういうツールを使

っていったら、本人も予約しやすいし、親と

一緒にわざわざ出るという行為がしんどい子

に、無理やり連れてくるということもなくな

ると思うんですけど、その辺についての考え

はいかがでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）岡議員のご質問にお

答えします。 

 私も現役で教師しているときに、情報教育

は研究対象の一つでした。30年ぐらい前から

そういったことに取り組んでいて、子どもた

ちに閉ざされた世界の中で、ネットの中で、

子どもたちはどういうふうに交流するんだろ

うかというようなことを大学の先生方と一緒

に研究していました。 

 子どもたちは、はじめは関わりがないです

から学習内容で関わろうとするんです。けど

も、その次はどういうふうになるかといった

ら、もうほとんどの子が人と人と関わりたく

なるという、そんな状況になっていったとい

うのを覚えています。 

 今の技術とは全然違う、テキストベースで

のやり取りの中での話なのでそういったこと

になったのかも分かりませんが、このメタバ

ースの場合については、属性を外した形での

交流というのが前提になります。ということ

は、属性を大事にするような世界というのも

子どもの中には絶対出てくるというのがある

ので、その辺りをどんなふうな使い方をして

いったらこれが生きてくるのかというのは、

私自身まだそこのところの勉強というのはし

ていないので、知り合いにもそういったこと

で一緒に取り組んでいる仲間もいますので、

その辺りから情報を取りながら、ここのとこ

ろはしっかり研究していきたいと思います。 

 子どもたちの可能性を引き出せる技術であ

ると私自身も認識しています。属性がないが

ゆえの、そこの難しさというところを研究し

ていくことがポイントかなと、そんなふうに

思っております。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）ありがとうございます。

本当にそうなんですよね。 

 特に、メールとかって文字だけでしょう。

ＬＩＮＥって固有名詞で出したら具合悪いの

かな。メール、文字だけ。文字だけというの

は伝わりにくいんです。アバターって表情が

できるんです、笑ったり。笑いながら、笑う

ボタンを押したら笑うんです。びっくりする

ボタンを押したらびっくりするんです。だか

ら、表情と一緒に文字が出るから、ああ、冗

談なんやろなというのも分かりやすい。 

 でも、今、問題になっているのは、冗談で



－144－ 

言うたことが文字で見るときついんですよね。

そこからいじめに発展したりだとか。あの子、

私にけんか売ってる、僕にけんか売ってると

いう話になるんやけど、アバターというのは、

本当にその表情からその文字も読み込めるし、

文字だけじゃなくて言葉でも話ができる。 

 そういった利点があるので、チャットとは

ちょっと違う。本当に仮想のアバターという

ものを使って自分を表現できるという可能性

があるので、だから、そういった点で、いじ

め問題、学校でも使っていってもいいかなと

思うんです、そういうリスクは減るので。だ

から、ＬＩＮＥとかというよりは、僕はもう

アバターとかでやったらええんちゃうかなと。 

 文字は相手が見えないので言うてしまいま

すけど、アバターに対してということは、も

う人がいてるので、なかなか言いづらいこと

もあるし、そんな誹謗中傷を直接本人の目の

前で言ってるのと同じようなことになるので、

そういうこともなかなか減ってくるとは思う

んです。 

 そういう可能性も秘めているので、やはり

僕は教育現場で使っていけばいいのかなとは

思います。今、一番の行政で使える可能性が

あるのは教育現場かなと、僕もそう思ってい

ます。 

 あとは、福祉の話になりますけど、先ほど

話をちょっと出しましたけども、ずっとなか

なか外に出られない方というのは、１日中で

おられて、いろんな施策をされていますけど、

やはり気分転換しようと思ったら、テレビ見

たりとか、音楽を聞いたりとかということに

なりますけども、やはり人と接する現実世界

の中ではなかなか出づらいという方には、仮

想空間の中で歩いて、買物して、音楽聴いて、

人としゃべってというのも僕すごく大事なツ

ールやと思うんです。 

 これ先ほどもお話しさせてもらいましたけ

ど、2009年のアニメーションの中では、もう

仮想現実世界は生活の一部というカテゴリー

の中で話が進んでいきます。ほんまにこれぜ

ひ見てほしいですけど。 

 これ、でも、僕、近い将来これはなると思

います、正直な話。1995年の「ゴースト・イ

ン・ザ・シェル」の中でネットの話が出てき

たとき、僕らはまだ大学生やったですけど、

大学卒業したぐらいやったかな、そんな途方

もない話になるかなと思いました。なってい

ます。 

 皆さんスマートフォンでインターネットで

検索しますよね。それは25年前、30年前に考

えていましたか。考えられないでしょう。前

も言いましたけど、考えられないことを否定

してしまうので、人間って。 

 でも、恐らく20年後の世界には、もうアバ

ターを使って買物をしたり病院の予約をした

り、行政の仕事の中でアバターでできるとい

うのは普通に出てくると思います。だから、

その可能性を今からやはり探していかなけれ

ばいけないと思うんです。 

 いつも、何でも僕、これは一番にやれと言

うとるんと違うんです。遅れてしまうと市民

サービスが低下するので。なおかつ職員の仕

事量を減らしていこうという中で、時間と空

間の無駄を省けるので、そういったものを研

究していくと、結局は最終的には行政の利益

にもなるし、市民サービスの向上につながり

ますので。これは提案型なので、今後ゆっく

りと。 

 これＮＴＴさんがつくった。費用は、150

万円ぐらいやったかな、で作成された。だか

ら、すごくコンパクトな仮想空間なんです。

お金をかければかけるほど広大な仮想空間に

なります。何やったら、何十億円もかけたら

橋本市内全部再現できるんですけど、それは

無理な話なんですが、そういったことを１回、
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調査研究してください。 

 一つ目の質問は以上です。 

○議長（森下伸吾君）次に、質問項目２、財

政自由度１％の現実の中で今考えるべきこと

に対する答弁を求めます。 

 総務部長。 

〔総務部長（中岡勝則君）登壇〕 

○総務部長（中岡勝則君）財政自由度１％の

現実の中で今考えるべきことについてお答え

します。 

 まず、本市の財政状況についてですが、令

和５年度一般会計決算は、実質収支において

財政調整基金を取り崩すことなく約３億円の

黒字となり、令和５年度末の財政調整基金残

高は約35億6,000万円と昨年度より約５億円

増加し、一般的に望ましいとされる標準財政

規模の20％である約33億4,000万円を上回り

ました。これは財政健全化計画において投資

的経費を抑制したことによる公債費償還額の

減少が主な要因と考えています。 

 しかしながら、今後については議員おただ

しのとおり、金利上昇の影響は、紀見地区公

民館、郷土資料館・あさもよし歴史館の統合

新築事業や（仮称）紀見こども園新築事業、

デジタル防災行政無線更新事業など新たな起

債事業での償還額増加につながり、円安の影

響は電気料や燃料費など経常経費の増加に、

また、物価高騰に伴う工事費等の増加など、

現実的な財政状況の悪化を懸念しています。 

 将来にわたり持続可能な財政運営を行うた

めには、既存事業の見直しやスクラップが重

要となり、そのツールとして事務事業評価を

活用するため、現在、見直しをしているとこ

ろです。 

 既存事業においてどの業務にどの程度の人

的資源を投下しているかなど業務量を可視化

し、事業の廃止、縮小の優先順位付けを行い、

実施計画で決定した新規事業において増加す

る相当以上の業務量を、優先順位付けしたス

クラップ事業から捻出し、施策の推進に取り

組めるよう既存事業の削減を図っていきたい

と考えています。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君、再質問あ

りますか。 

 ７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）ありがとうございます。

非常にきれいな答弁を頂いたんですけど。 

 この質問、事務事業評価については前回、

同僚議員も質問されたのであれなんですけど、

僕は事務事業評価についての話ではなくて。

ちょっとお聞きしたいんですけど、僕、財政

自由度の数字を調べたのが少し前やったので、

今現状として財政の自由度は一体何％ぐらい

あるのか、正確な数字を教えていただけます

か。 

○議長（森下伸吾君）総務部長。 

○総務部長（中岡勝則君）財政運営の自由度、

柔軟性を判断する指標である経常収支比率で

すけども、今はまだ令和４年度決算における

数字というのが一番直近のものになってきま

す。その経常収支比率は99.3％となっており

まして、議員おっしゃるように約99％、１％

の自由度というところになるんですけど、県

下９市中７番目となっています。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）まあまあ、この状態と

いうのは多分これからも続くと思うんですけ

ど、誤解がないように最初にちょっと言うと

かなあかんなと思うとるんですけど、内容と

しては既存の事業と、あとは人件費が多くを

占めているんですけども、僕は人件費が高い

という話をしとるんじゃないんです。 

 そもそも橋本市のように交付税算入に頼っ

ている地方都市というのは、もともとの人件

費がどうこうよりも、交付税の算入が減って

いったら基本的に人件費は上がっていくんで
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す、割合的に。だから、もうずっとデフレの

時代が続いている中で、交付税算入が減って

いる中で、人件費の割合がどんどん高くなっ

ていくのは当然なんです、実入りが少ないん

やから。 

 ただ、本市も適正化に向けて職員の削減を

行ってきた。ただ、そのスピードよりも、交

付税算入のほうも減っていく中で、物価も上

がっていく中で、どうしても人件費の割合が

高くなっていく。じゃ、人件費削ればええん

かというたら、じゃ、事業ができなくなって

いくというジレンマなんですよね、これもう。 

 だから、人件費の話に特化して僕は話をし

ようと思っているのではなくて、今後考えら

れるシナリオを、３年後、５年後について考

えていこうかなと思うとるんです。 

 ３年前にアメリカのＦＲＢの金利施策が

３％を超えた時点で、この円安はもうスター

トされとったんです。だからもう、ちょっと

経済が好きな人やったら、円は買わずにドル

を買うてました、正直な話。３％を超えた時

点で、円安が進むのは見えていたから。 

 実は、もうこれはだから、３年前から織り

込まれた数字なんです。僕は２年前に議場で

150円超えますよという話を１回したことあ

るんですけど、もう僕の予想なんかはるかに

超えて160円ですよね。今日なんか158円です。 

 ただ、アメリカの金利施策についてはもう

いっぱいいっぱいで、これから少しずつ下が

っていくというお話が出ているので、円安に

ついては今後緩やかに下がってくるのかなと

期待はしているんですけども、ただ、日本の

金利について、じゃ、今後考えて、特に本市

なんていうのはドル建てで事業をしていませ

んから。全部円建てですよね、もちろんね。 

 ということは、金利が一番のネックになっ

てくるんです。そうしたら、金利が例えば１％

上がったら、今の市債の発行額ありますよね、

それに対する負担というのはどれぐらい増え

るんでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）今後の金利上昇が

市の財政に及ぼす影響ということなんですけ

ども、仮に令和７年度から令和10年度までの

間、公共施設等整備計画というものがござい

まして、そちらに計上しています起債額全て

を３年据置きの償還期間15年の元利均等で借

りたと想定した場合ですけども、金利が１％

上昇したときの支払利子の15年間の総額で約

７億1,500万円の増加となります。年間に直し

ますと、約4,700万円の増加となります。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）金利上昇のシナリオは

今ちょっと考えにくいんですよね。だから、

まだ助かっとるんです。さっきも同じ、ちょ

っと壇上でさせてもらいましたけど、今、日

本いっぱいいっぱいなので、金利上昇してい

る余裕なんてないので。 

 ただ、あるラインから金利を上げてきます

よ、確実に。上げないと駄目ですからね。物

価の目標指数２％を達成するには金利を上げ

ないと絶対ならないので。常識ですよ、こん

なの。 

 今、生鮮食品は含まれてないですよね、こ

れ物価に。だからみんな、物価高なった高な

った、２％以上高なってると言うけど、これ、

からくりがあって、生鮮食品は入っていない

んです。 

 だから、直撃されている僕たちの家庭事情

というのは、実はその中に入ってないんです

よね。もういろんなものが高なっとる中で、

やっぱり一番、食べ物とか加工品だとかが一

番値段が上がっている中で、それは入ってな

いので、まだ２％は達成してないという話に

なっとるんですよね、これ。これ、からくり

なんですけど。 
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 これが実質金利が上がってきたら、じゃ、

みんな喜ぶのかと。特に僕、よく聞くんです。

「うちもう借金もしてないし、お金も借りて

ないから、金利が上がったって関係ないねん」

と。よう聞くんですけど、大いに関係ありま

す。 

 企業は金利を上げられたことによって、自

分が、市もそうですよね、お金借りているも

のが余計にお金、先ほど、１年間に4,800万円

お金が別で要ると。企業やったら、行政はで

きないですけど、企業やったらその分を品物

に転嫁しますよね。ということは、金利を上

げるということは確実に物価が上がるんです。 

 これが、ほんま言うとインフレなんですよ

ね。正常な状態のインフレ。じゃ、今、日本

は何かというたら、スタグフレーションです、

完全に。完全なスタグフレーション。物価上

昇するけども企業状態は停滞しているから給

料は上がらない。言うたら、よくニュース等

でインフレ、インフレというのは、これイン

フレじゃないです。もう完全にスタグフレー

ション。 

 じゃ、このスタグフレーションから抜ける

ためには金利は絶対に上げていかなあかんの

で。将来的なビジョンとしては金利は上がっ

てくる。 

 その中で、その負担になってくる部分を、

じゃ、どうしていくのかというたら、やはり

今からそれに向けて、自分たちの事業は、僕

はだからスクラップ・アンド・ビルドと書き

ましたけど、スクラップしてスクラップして

スクラップせなしゃあないん違いますの。 

 だから、僕は聞きたいんです。膨大なあの

予算書の中、ニードやと思いますよ、これは

必要。必要。ネセサリーですか。ほんまにど

こまで必要なんかと考えなあかん時期が来と

るんです。 

 そうじゃないと、我々議員が提案しても、

してもらえないんです。これ我々議員にも関

わる話。いくら提案しても、予算の自由度が

ないんやから。だから、僕らもこれからほん

まに、これほんまに必要なのかと思う時代が

やってきたと思う。 

 だから、事務事業評価で、じゃ、今までど

んだけ潰してきたんですかというのも、１回、

じゃ、お示し願えますか。どれぐらいの事業

が廃止されましたか。 

○議長（森下伸吾君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）令和４年度から令

和６年度の当初予算で、委託事業と補助事業

で新規と廃止、どれだけ増えたり減ったりし

たか、その件数と金額ですけども、件数とし

ては新規が15件、廃止が10件となっておりま

す。また、金額では新規が約１億100万円の増、

それから廃止が約7,300万円の減となってい

ます。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）だから、結局はすり替

えとるだけです。だから、スクラップせなあ

かん、本当に。 

 でも、これ不思議な話で、「スクラップした

ら、じゃ、岡君」とよく聞かれるんです。「壊

して壊して壊して、それは構へんよ」と。も

ちろん、市民サービスの低下につながるし、

僕もこんなことは言いたくないんです。ただ、

交付税算入に頼っているから、潰した分は交

付税算入されないわけでしょう。ほな財政の

自由度は変わらないじゃないかという理論に

戻るんです。 

 そのとおりですよ。戻らない。「ほな、岡君

の言うてることは何やねん、絵に描いた餅か

い」という話になるでしょう。 

 僕はだから、ここで言いたい。職員の自由

度が上がるでしょう。今いっぱいいっぱいに

なっている職員の自由度が上がるじゃないで

すか。そうしたら、僕らが提案する施策に職
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員が関わってくれる余裕ができるじゃないで

すか。 

 どうせ１％で変われへんのやったら、職員

の自由度を上げてやったほうがええん違いま

すの。それによって残業代も減るわけでしょ

う。ということは必然的に人件費減るわけで

すやん。 

 今、人件費の問題、いろいろ議員からも、

多くの同僚議員が質問されていますよね、ど

ことは言いませんけど。それも事業が多いん

でしょう。スクラップすべきやと思います。

もちろん、できない事業はあると思う。でも、

本当に必要かどうかというのは、もう考えざ

るを得んのと違いますの。そこをなぜしない

のと。 

 だから、事務事業評価なんていうのはもう

僕、そんなもん必要かなと思うけど。評価し

て、潰して、プラスするんじゃなくて、取り

あえず潰していかんと。そこから始めんと。

本当に必要な事業を当てはめていく。いつも

スライドしとるだけでしょう。だから、ニー

ドとニードを壊しているだけですやん。そこ

を何でしないんですかという話を今日したい。 

 僕、嫌われる話をしとるんですよ。こんな

こと言いたないです、正直な話。５年後にほ

んまにどないなるか、ほんまに怖いから言う

とるんです。皆さん、ちょっと危機感ないと

思うよ。 

 この３年で物価がこんだけ上がって、それ

までドル円なんて気にせえへんかった方が、

ドル円、ドル円と言うとるんですよ。そこが

一番気にしてるから。今までそんなん、「俺、

為替しないから、そんなん関係ないですよ」

と言うとった人が、「いや、もうこんな円安進

んだ」という話になっとる、お茶の間の話に

なっとるんです。次は金利の話になってきま

すよ。 

 金利だけ違いますよ。仕事量も増える中で、

職員の数って、じゃ、これから増やせるんで

すか。増やせないでしょう。大幅に増やせま

すか。無理でしょう。ただでさえ人件費高い

と言われとるのに。だから、僕こんな話をす

るんです。 

 ほんで、もう一個ちょっと聞きたいんです

けど、さっき市債の話で、国債の話は言わせ

てもろたんやけど、これ金利が上がったら市

債の額面も下がるんですか。これ国債と同じ

考え方でいいんかな。その辺をお聞きしたい

んですけど。 

○議長（森下伸吾君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）金利が上昇しまし

ても、現在借り入れている橋本市の金利は固

定金利となっておりますので、増えることは

ありません。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）まあまあ、その辺はよ

かったです。今、本当に何が必要なのかとい

うのを真剣に考えたら、本当は事務事業評価

でスクラップのほうが多くなっていったはず

なんです、正直な話。僕はそない思います。 

 何でそれを言うかというと、残業費が上が

っているとかそういったところを考えたとき

に、オーバーワークになっているという考え

方がまず出てこないというのは僕、不思議で

しゃあない、正直な話。 

 もう一個これ聞きたいんですけど、指定管

理はいいです。あれは民間の活用している。

例えば、外部委託してやってる事業っていっ

ぱいあるじゃないですか、お金払って。自分

たちでようせんからというのももちろんあり

ます。できない、専門家に任せようと。あと

自分たちにやる余裕がないから外部委託、こ

れも分かります。 

 分かるだけで、そこまでしてせなあかん事

業、全部それ、ほんまに外部委託というのは

全部せなあかん事業ですか。ほんまにそない
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に感じておられるのか。これ誰が答えられる

か分かれへんけど。外部委託というのは、も

う絶対、自分らでようせんのですよ。じゃ、

絶対必要なんですか、それは。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）いわゆるアウ

トソーシングというところだと思うんですけ

ども、市の職員に関してはやっぱり人事異動

等というのもございます。 

 一つ例えば例を挙げますと、健康福祉部か

ら教育委員会に移ったりすると、もうがらっ

と仕事の内容も変わってしまって、また一か

らというようなところもございます。そうい

ったときにサービス低下を防ぐというような

意味もございますので、外部委託すれば、そ

れに特化したような業務を委託で賄えるとい

うようなメリットもございます。 

 あと、本来市がやるべきところというのは、

相談業務ですとか、市民と直接関わって深く

入っていくところ、こういったところに注力

するような格好が取れるというようなメリッ

トもございます。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）うまいこと逃げたな。

そう言われたら何かそうかなと思ってしまう

んやけど、いや、それはそうやと思いますよ。 

 ただ、僕が言いたいのは、外部委託に頼ら

なできへんような事業を、わざわざお金払っ

てする必要が僕はないと思う。今の話やった

ら、それは必要です。外部委託は全部必要じ

ゃないと言うとるんと違いますよ。 

 例えば、何々のマニュアルを作るのに外部

委託しましたと。１個、実名で言おうかなと

か思ったけど、ちょっとやめとくかなと思っ

たんやけど、もうちょっとやめとくけど、僕

ら議員が読んだときに、「できっこないやん、

現実離れしてるわ。これ橋本市の現状を知っ

てる人が書いたの」と正直思う。これもうぶ

っちゃけ、ほんまに思うんです。思わんかっ

たらおかしい。 

 それについて一般質問をされている方は結

構、昔はいらっしゃった。僕もよう聞かれた

んす。「岡さん、これどう思う」と聞かれた。

「いや、これは質問せんでええよ。何でかと

いうたらできへんもん」と。できへんことを

書いているんやから、そもそも。質問したっ

て無駄よ。 

 だから、そういうのって僕ほんまに必要な

のかなと。ビジョンは必要よ。でも、そうい

ったものとか、現実を見つめたときに、そう

いったものを削減していけるし、もっと言う

たら、助成金とか補助金の話で悪いんやけど、

例えばそれって、税金というのは基本的には

みんなが払って、みんなが公平に使われると

いうのが税金の基本。もちろんこれはもう、

あくまでも理念。理念として。 

 特定の団体とかいろんな団体があって、そ

こに対する税金の投入割合とか助成金の投入

割合が、じゃ、適正かどうかと考えたことあ

りますか。 

 例えば、また部長に聞くけど、じゃ、これ

から、今までやってきた助成金とかいろいろ

あるよ。そうしたら、新しくどんどんどんど

ん団体が出てきて、「うちも同じようなことを

したいんや」と言うたら全部出してくれるん

ですね。出せますか。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）まず、委託の

ところのお答えなんですけれども、基本的に、

議員おっしゃったようなケースがあったのか

もしれない、私はちょっとそこのところ理解

してないところなんですけれども、イレギュ

ラーな業務というところが発生するという部

分もございますので、しっかりその部分につ

いては、委託した業者なり相手先と、受注先
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と議論をして、そういうできないようなこと

を書かないような、当然、運用をせないかん

というのは認識しています。 

 それから、補助金等で同じようなケースで

申請があった場合というようなところのご質

問かと思うんですけども、やはり必要なとこ

ろに必要なものをという考え方になってきま

すので、ない袖は振れないというとおかしい

表現になっちゃうんですけれども、その段階

で本来市が目的として達成すべき、何という

んですか、業務、これが達成できるような状

況になるように補助金は出す。ちょっと苦し

い答弁になりましたが、しっかり、何という

んですか、ケースごとに判断していきたいと

いうふうに思っています。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）もうそのとおりですね。

で、１％の中でできるの、という話なんよね。

僕はそうやと思うんです。部長のおっしゃる

とおりやと思う。だからこそ１％の中ででき

るのかという話を今日はしたい。 

 ということは、そこも考えていかなあかん

のです。１％の中で、じゃ、補助金、僕は補

助金だけに的を絞っとるんと違いますよ。全

部そうなんです。事業もそうやし、１％の中

で、じゃ、何ができるのかというのをちゃん

と考えましょうねと言うとるんです。 

 だから、職員の自由度も上げていきましょ

うねと。それを真剣に考えましょうねと。僕、

逆に、これ僕、責めてるんと違いますよ。僕

の立場で言うほうがしんどいんですよ。それ

は言うたことを全部やってほしいもん。僕の

立場からしたら、言うたことはやってほしい

ですよ。でも、できへんの分かってるから。 

 でも、次の、将来、自分が提案したことが

行政に受け入れられて、「いや、それやったら

岡議員、やるよ。今やったら職員も自由度あ

るから、そこでやってみるよ」という言葉が

欲しいから、今、嫌なことを言うている。 

 今、だって、ずっとお金が自由度ない、職

員の自由度もない。そんな中でど直球の質問

が来たらやらざるを得ん。そうしたら、また

仕事が増える。でも、壊すのは少ない。ほな

職員に負担もかかる。僕らはそれ分かって一

般質問しとるわけです。何でかしたら、僕ら

はそれが仕事やから。言わざるを得んことは

嫌なことでも言うとるわけです。 

 行政というのは、ど直球なことを言われた

ら、もうやらざるを得んとこまで言われてし

もうたら、やらなしゃあない。だから、市長

の英断でいろいろやっていただきました。自

分のことを言うたら悪いんやけど、共産党も

言うてた医療費の所得制限も外してもろうた

し、そんなんはすごい僕、財政にとって負担

やろうなと思いながら質問してるけど、言わ

ざるを得んです、僕の立場では。 

 そんな中で何でスクラップしないんですか。

僕それが不思議でしゃあない。我々議員もか

なえてほしいこといっぱいあるんです。一般

質問してやってほしいこといっぱいあるんで

す。でも、前に僕これ同じ質問したけど、必

要なものは継続して考えてください、要らな

いものはもう切ってくれたらいいよと。それ

も議員の立場としては言いにくいことやけど、

言わせてもらった。 

 じゃ、今度は、自分たちがやめるべきこと

と新たに始めるべきことの、スクラップ・ア

ンド・ビルドのスクラップ、そこをちゃんと

考えてほしいなと思うんです。今の現状は、

もうはっきり言います、ビルドするから壊す

んです。ビルドがあるから壊さんとしゃあな

いんです。でしょう。 

 僕が言うてるのは違うんです。逆。スクラ

ップを先にしようよと。本当に必要、絶対必

要なのをそこに当てはめていく。そのときに、

10％壊したものに対して10％当てはめる必要
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ないじゃないですか。５％でもいいです。そ

の５％の中に我々議員の意見が１％でも入っ

とったら、僕は議員として自分がやってきた

ことが正しかったんやなと思う。その気持ち

って職員もみんな同じ気持ちだと思うんです。 

 だから、今回、僕、嫌な一般質問をさせて

もろとるけど、議員の立場からしたら、すご

い言いにくいことを言わせてもろとる。でも、

それって市民のためでしょう。橋本市がこけ

たら一番困るのは市民じゃないですか。 

 だから、３年後、５年後に対してのリスク、

今やるべきことを今からやっとかんと、どう

にかなるではならんので、ここで言わしても

ろてる。 

 それについてもうこれ以上言うても、きつ

いことばっかりになるので、僕の思いは伝え

たので、あとはどういった対応を取るかはま

たそちらにお任せしますけども、最後に、副

市長のほうがええかな、市長ですか。僕あん

まり市長にお話を聞いたら、もう何かあれや

けど。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

○市長（平木哲朗君）ありがとうございます。 

 正直、今、寝られへんのです。これから市

だけのことではなくて、一部事務組合、環境

管理センター、ごみ焼却場、そして、橋本市

から消防庁へ送ったら庁舎建て替えろという

話も、三つ重なってきて、ここでどれぐらい

のお金が要るのか。 

 庁舎の建て替え、それから、橋本駅前の開

発、高野口中学校の耐力度テスト結果次第で

は建て替え、それから、学校施設の整備をし

ていくということを考えると、この10年間っ

て、合併特例債があったときと同じぐらいの

事業を、財源を確保していきながら進めてい

くというところがあって、今回、合併特例債

は全くないので、それをどうやってお金を、

国からの財源を引き出してくるか。 

 国土強靱化もまた、これもし政権変わった

らかなり衣替えされて、どこまで財源がつく

か分からへんという問題も。緊急防災・減災

事業債も一応、令和７年で廃止、最適化債の

ほうも総務省としてはどこまでやるか分から

んという、そういう中で、これからどういう

ふうに考えていくかというのは、既に施設の

整備計画を立てたり行革の見直しであったり、

財政計画をもう一回見直せというふうに今、

既に10年先を見据えた形を今、取ろうとして

います。 

 今、確かにいろんな委託業務もあるし、今、

一番大変なのが、環境の関係で、国から環境

基本計画をつくれとか、やっぱりそういう、

国が新しい施策をすることによって市町村に

その計画を立てるように押しつけてくる。 

 県も同じような現状の中で、結局、結構そ

この部分のハード、地方創生臨時交付金にし

ても結構、職員が一々システム変更したり、

そういう事業も今、国から県からの部分もあ

るし、事務事業も国がしんどなったら県へ下

ろして、県がしんどなったら市へ下ろしてく

るというような形になってきているので、ど

うしても今までやれなかったところ、やらん

でよかったところをやっていかなあかんとい

うふうなところもあります。 

 当市は人件費にしても地域手当が６％あり

ますから、和歌山市と橋本市が６％で、あと

はないので、そこの部分の人件費というのは

ほかの市町村に比べて高いですし、今後また

人事院勧告で、去年は会計年度任用職員だけ

で２億円上がりましたけど、恐らく今年もま

た人件費の高騰という問題も出てくると思い

ます。 

 そういう中で、できるだけ自由なお金をど

うつくるかということはほんま大きな課題で、

思い切って潰せるところは潰していきたいん

ですけども、それが果たして、例えば、国の
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補助金３分の１入って、やっていて、国の補

助金って３年でほぼ切られるので、じゃ、こ

れやめられへんというような状況になって単

独でやらなあかんという、そういう問題もあ

るので、ちょっと私も、もうこのままではう

ちの市もまた私が引き継いだときの財政状況

に戻ると、もうとてもじゃないけど立て直し

はできないと思いますので、そこについては

慎重に、財政健全化したときのところに戻し

て、やっぱり削るところは削る、でも、どう

してもやらなあかんところはやっていくとい

うところ。 

 まだこれから多分、今度、県がやる給食費

無償化の50％にしても、実はもう材料費が上

がってきて、その上がった分は市で負担して

いますし、ここの金額が本当に１億円で済む

のか１億2,000万円になるのかによっても、や

っぱり現金の動きというのは非常に大事で、

現金を、財源を持っていないと行政運営とい

うのはできませんので、そこについてはしっ

かりと見直しながら、やるしかないなと。 

 カットできる、本当、事業を廃止しても影

響のない部分についてはしっかりとカット、

あるいは、だから逆に、新事業って正直言う

てどこまでできるかなと。自動運転も実験的

にやりたいけど、どこまでいけるかなという

思いもあります。 

 その中で、私どもとしてもより一層財政に

ついては引締めをしながら、かといって、必

要なところについてはうまくやっていけるよ

うに努力をしていきますし、適正規模・適正

配置の話もいろいろ聞かせていただいている

んですけども、例えばそこで余った教育予算

は全て教育委員会に渡して子どもの教育に使

うというふうなことであるのであれば、進め

なさいというふうに思っていますし、計画も

最初はもっと延ばさせてくれと言うてきたん

ですけど、じゃないよと。計画はまず立てて、

結果的に２年遅れるんだったら構えへん。頭

から計画５年にして、そして、だらだらやっ

たら７年になるんちゃうかと。そうなったら、

子どもって入れ替わってしまうん違うかとい

う、そういう課題もあるのかなということで、

やっぱりスクラップしたお金はそこの子ども

に使うとか高齢者に使うとか、そういうのを

しっかりとめり張りをつけてやっていければ

なというふうに思います。 

 非常に道は厳しいですけど、されど自分が

辞めるときには、あいつがやっとったからも

う潰れるわというようなことのないように、

そして、市民が本当に、皆さんが困らないよ

うな、そういう体制をより一層つくっていけ

るように努力をしてまいりますので、議員の

皆さんにもぜひ後押しをお願い申し上げまし

て、ちょっと長くなりましたけど。ありがと

うございました。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）市長、ありがとうござ

います。学校の統廃合の話は僕あんまり、今

日は言うてるつもりはないんですけど。 

 本当に厳しいなと僕も思います。５年後の

ビジョンは見える。見えます。僕なんかでも

５年後の橋本市のビジョン見える。でも、10

年後は見えないです、正直な話、３年前、同

じことを思った。３年後の橋本市のビジョン

は見えたけど、８年後の、今言うた５年後の

ビジョンまでは何とか自分の中ではあったん

やけど、それより先というのはこれから難し

くなってくるので。 

 そのビジョンをつくっていくのは、やっぱ

り職員と我々議員がやっていかんと、このビ

ジョンというのは切り開いていけないので、

もちろん市民のご協力も頂いて、橋本市とい

うのを今後どの方向に導いていくかというの

を決めていかなあかん時期に来とるので、ぜ

ひともスクラップできるものはスクラップし
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て、必要なものは必要、それも議会との対話

によってそれがつくられることを僕は願って

います。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君の一般質問

は終わりました。 

 この際、10時45分まで休憩いたします。 

（午前10時30分 休憩） 

                     

（午前10時45分 再開） 

○議長（森下伸吾君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番14、８番 田中君。 

〔８番（田中博晃君）登壇〕 

○８番（田中博晃君）皆さん、おはようござ

います。 

 一般質問をやらさせていただきます。 

 先ほど７番議員もおっしゃられたんですけ

れども、私も会派で５月には山梨県、南アル

プス市と甲府市のほうへ視察に行って、その

後、個人的に福岡のあるまちに２件視察に行

ってきたんですけれども、そこ１個目、面白

かったのは、観光協会と市がやり合いしてい

る。市は観光客あんまり来てほしくない、で

も、観光協会は仕事上、観光誘致するやん、

というところのお話を聞いたりですとか。 

 また、違うまちでは市長自ら、ポケふたっ

て分かりますか。「ポケモンＧＯ」のマンホー

ルの蓋。あれを市長が持ってきて。交渉して

持ってきたらしいです。「何でそんなんしたん

ですか」と担当の部長の方にお伺いしたら、

そのまちは結構、観光で有名なんですけれど

も、偏ったところにしか人が集まらないと。

じゃ、もうその市の中でもちょっと人の寄り

の悪いところにそれを配置することで新たな

人の流れができる、結果、市全体に観光客が

来てくれる、そういう政策をしているという

ふうに伺いました。 

 今回は３項目質問を上げさせてもらったん

ですけれども、１個目はｅスポーツというこ

とで、もう日本では既に莫大な金額を突っ込

んで準備している自治体もあるんですけれど

も、そうではなくて、今回聞きたいのは、高

齢者の介護予防であったりとか、その先には

若者のオルタナティブ教育、登校困難児童と

いうのかな、さっきの７番議員のひきこもり

も同じなんですけれども、ｅスポーツでもそ

ういった点が今後賄えていけるのではないか

ということを問いたい。 

 二つ目は名札の話なので、もうカスタマー

ハラスメント対策です。もう顔写真も要らん

やんかというところです。 

 三つ目は看板設置で、これはちょっと個人

的にいろいろ言いたいことがあったので、本

来一般質問するような内容じゃないんですけ

れども、今回入れさせていただきました。 

 ということで、通告に従いまして、一般質

問を行います。 

 １項目めが、世界で日本で急成長、ｅスポ

ーツに対する本市の考え方は。 

 「日本ｅスポーツ白書2023」では、国内市

場が23年162億円、24年194億円規模になると

見込まれ、観戦やストリーミングでは23年804

万人、24年860万人と右肩上がりとなっている。 

 和歌山県下では高校のクラブ活動にｅスポ

ーツを導入しているところがあり、知事も「県

でも高校生ｅスポーツを広げるため、県内の

高校へのサポートを積極的に行う」と発言し

たとの報道がある。また、昨年８月には「ｅ

スポーツキャラバン ｉｎ ＷＡＫＡＹＡＭ

Ａ ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ ｂｙアドベンチャ

ーワールド」を開催したことも記憶に新しい。 

 他の自治体に目を向けると、自治体間で連

携し実際にｅスポーツ体験を行った事例。「大

月をｅスポーツの聖地に」をモットーに、大
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月ｅスポーツクラブを中心に、ｅスポーツを

通じた市民の交流の場を創造し、地域コミュ

ニティへの参画意識の向上や利用促進による

地域活性化を図りたいと考え、老若男女問わ

ず全世代の市民に向けてｅスポーツの取組み

を開始するため連携協定の締結をするなどの

事例がある。 

 また、ｅスポーツの内容も様々で、自治体

間や地域間連携だけでなく、介護予防での観

点、自治体空き施設の有効活用や合宿の誘致、

ｅスポーツを通じた地域の情報発信と、その

事例には枚挙にいとまがない。 

 ある大学の論文を幸運にも読む機会があり、

その中では日本型高齢者福祉モデルについて

詳しく研究されている。特に、認知症予防や

ヘルスケア、高齢者のひきこもり予防につい

て書かれている。 

 本市においても、介護予防や将来空き施設

になるかもしれない施設の利用、そして、そ

の先にはオリンピアンの育成など、取組み一

つで本市を発信する有効な手段になるかもし

れないｅスポーツ市場についての考え方を問

う。 

 二つ目が、職員の名札の在り方についてで

す。 

 職員の名札については、名札そのものが更

新されずに過去の写真が添付されているもの、

経年劣化により名前そのものが見えないもの

等がある。他自治体を見てみると、ＳＮＳで

の誹謗中傷から職員を守るために、顔写真を

載せない、フルネームにしないなど例が多々

ある。 

 そこで、本市は名札の在り方をどのように

考えているのかを問う。 

 三つ目、見にくい見えない公道の設置看板

について。 

 公道上に設置されている「交差点注意」や

「学童横断」等の看板が、耐光堅牢度の期限

を超えた時間経過により文字の色が飛んだも

のや、街路樹や雑草にのみ込まれたものを目

にする。 

 私自身、以前、道路部局に話をし、ごく一

部は新しいものに差し替えられたものの、そ

れ以外はそのままになっている。また、道路

と並行に設置されている看板もあり、運転席

から見えにくいものもある。 

 これら看板は歩行者も運転者も守るために

必要なため、改めて誰もが見やすい看板に置

き換えるのと同時に、仕事で市内を回ってい

る市職員や通学路安全点検時に確認し、情報

共有できるようにすべきと考えるがどうか。 

 以上、壇上からの質問を終わります。明確

な答弁をお願いします。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君の質問項

目１、世界で日本で急成長ｅスポーツに対す

る本市の考え方はに対する答弁を求めます。 

 総合政策部長。 

〔総合政策部長（井上稔章君）登壇〕 

○総合政策部長（井上稔章君）世界で日本で

急成長ｅスポーツに対する本市の考え方はに

ついてお答えします。 

 ｅスポーツはエレクトロニックスポーツの

略で、電子機器を用いて行う娯楽、競技、ス

ポーツ全般を指す言葉として一般的に定義さ

れており、コンピューターゲーム、ビデオゲ

ームを使った対戦をスポーツ競技として捉え

る際の名称とされています。 

 ｅスポーツ市場は急成長しており、単なる

経済効果だけでなく、年齢や性別、国籍、ま

た、障がいの壁を越えて誰もが参加すること

ができるという社会的な意義もあることから、

ｅスポーツを活用した様々な分野での取組み

を始めている自治体が増加していることは認

識しているところです。 

 今回、議員よりご提言いただいているとお

り、介護予防や施設の有効活用などｅスポー
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ツは多様な可能性があり、本市が抱える行政

課題解決におけるツールの一つとして有効で

あるのではないかと考えております。 

 このため、現行での施策の取組みにおいて

ｅスポーツが活用できるか、まずは高齢者福

祉施策における介護予防の分野から試行し、

効果検証を行ってまいりたいと考えます。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君、再質問

ありますか。 

 ８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）答弁ありがとうござい

ます。 

 いろいろレクとかでもお話ししていく中で、

やっぱりまだｅスポーツという言葉になれば

認知されにくいのかなと。ただのゲームなん

やけれども、ちょっと言葉が変わるだけで認

知されにくいのかなというふうにもいろいろ

感じたので、今回ちょっと独りよがりの独り

語りというか、説明たらしくなるんですけれ

ども、ご容赦いただきたいと思います。 

 ｅスポーツというたら、私が学生の頃もあ

ったであろう、「ストリートファイターⅡ」と

か格闘技系のゲームで、当時は左手の親指が

擦り切れるぐらいまでやり込んだ記憶がある

けど、そんな人おるんかな。おれへんかな。

おるよな。まあ記憶があります。 

 うちの子ども、次男が大学生のとき、2017

年、18年ぐらいやと思うんやけど、ｅスポー

ツに参戦してて、当時の話を聞いたら、対戦

型、ＰｖＰなので、仲間数人と合宿して戦略

を磨くというようなことをやって、結果、何

回か優勝したらしいんやけど、当時は景品表

示法の絡みがあって優勝賞金が10万円が最大

やって、今は全然ちゃうねんけど、それ以外

にも副賞が外づけのハードディスクとか、当

時はそういうものやったらしいです。 

 ただ、今は優勝賞金、世界大会とかは総額

で３億ドル、500億円弱とかの大会もあるし、

国内でも総額３億円とかという大会も出てき

ている現状があります。 

 日本というのはアニメとかにおいても、日

本ってアニメの国やと言われている割にサブ

カルチャーに対する評価って実はそんなに高

くないと。ことゲームに関しても、ゲームイ

コール悪であったりというのは言われていて、

いまだに市民権を得られていないのかなとい

うふうに感じています。 

 僕はゲーム、どっちかというと、むっちゃ

やり込んだほうなので、今もやっていますけ

れども、どうしてもゲーム依存症になりやす

いとかという偏見がすごい多いというのは事

実あります。 

 ただ、そういうことを言っている人という

のは実はプレーヤーとかではなくて、私ら世

代、親世代になるのかな、そういったところ

が多いし、でも、反面、子どもらの将来の夢

を聞いたらプロゲーマーというのが結構上位

にランキングされたりしていたりもします。 

 何というのか、うちらもそうやったかも、

私も親としてそうやったかもしれないんです

けれども、やはり自分がやってきたにもかか

わらず子どもらにはゲームを規制しようとし

たりとか、逆に、ある意味、学校教育におい

てもやっぱりそういうところもどうしてもあ

るのかなという気はしていて、日本では、ｅ

スポーツという言葉はあれですけれども、ま

だゲームというものが理解されにくい、理解

されつつあるところかなというふうな気がし

ています。 

 ただ、壇上でも述べたとおり、その市場規

模というのはどんどんどんどん大きくなって

きていて、もうサブカルチャーと言われる時

代ではないのかなというふうにも感じていま

す。 

 ｅスポーツの大会、特に格闘ゲームなんか

の大会やったらその会場に、コスプレする人、
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レイヤーが足を運んで、また、それを撮りに

行く人、それを見に行く人という２次効果、

３次効果も非常に大きくて、動員も、人もお

金も大きく動くのが現状になってきていると。 

 これはコミックマーケットとかとも似てい

る部分があるんですけれども、自治体にとっ

ても企業にとっても、もう放置できやんな、

無視できやんなということもあります。 

 僕もゲームをやる中で、いろんなところ、

遠いところにも行ったりしてやってきました。

結果もう、そのときは震災復興系で、そこへ

行ったらゲームできるよというのがあって、

そこへ行ったら、気づけば残高ゼロになって

いたというのもあるし。 

 お金も使うんですけれども、好きな人にし

たら、隣の隣の県とか国とかをまたいでも行

くということです。 

 写真を出すので、写真をお願いしてよろし

いですか。 

 これ去年、横浜市役所で行われた「ぷよぷ

よ」の大会です。大会趣旨が「子どもから障

がい者やシニア世代にわたる幅広い年代に向

け、生涯学習の一環としてｅスポーツの楽し

さを体験し、理解を深めること。また、若年

層のＩＴリテラシー教育を推進するとともに、

横浜の新しい文化の発展に寄与することを目

的とする」という内容でした。 

 これスポンサー。市役所、広いですよね。

エントランスでこんなんって。人も。実際、

市の職員のチームとかも出ていたらしいです。

今年も８月から９月、３日間開催するみたい

です。 

 ２月の和歌山県議会かな、のほうでも、委

員会で、これは県立高校のｅスポーツに関す

る話の中で、県は何を目的にｅスポーツを活

用し、結果どんな和歌山県をめざすのかとか、

教育委員会主体でないのは何でなのというの

が委員会で質問があったらしくて、その答弁

が、「地域機能の魅力の低下で負のスパイラル

に陥っている、ここから脱却するのに、生ま

れた頃からデジタルテクノロジーが存在する

デジタルネーティブ」。片仮名が多いな、これ。

県の答弁です。「デジタルネーティブに支持さ

れる県づくりの一環としてｅスポーツモデル

校をつくり、予算をつけ、ｅスポーツの人口

増加と質の向上をめざす。地域の取組として

やっていくので、教育委員会ではなくデジタ

ル社会推進課が主体でやる」というような答

弁がありました。 

 実際、私立高校では既に始まっているとこ

ろもあったので、今回、県立高校、当初３校

の予定が、人気があって５校に増えたという

ふうに聞いています。 

 要は、学校で、高校でやるんやけれども、

窓口は県としてちゃんと後ろを持ってやるよ

ということを考えているということで、再質

問になるんですけれども、こうやってｅスポ

ーツ、まずは福祉関係からという先ほど答弁

を頂いたんですけれども、それについて担当

課が単独で取り組んでいくのか、例えば総合

政策部であったり政策企画課であったりとい

うところが窓口となって各部局に、号令とい

う言い方はおかしいかもしれへんけれども、

こういった方向で考えてくださいよ的な指示、

そういうのを出すのか、その辺りって橋本市

は今どのようにお考えですか。 

○議長（森下伸吾君）政策企画課長。 

○政策企画課長（辻本真吾君）ｅスポーツの

取組みですが、先ほど答弁しましたとおり、

今回は介護予防の分野から試行させていただ

くことといたします。ですので、まずは担当

課での取組みと考えております。 

 その後、市全体で取り組むとなった場合は、

政策企画課で調整させていただく考えです。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 
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○８番（田中博晃君）ありがとうございます。 

 ほんま一番困るのが、もしかしてうまいこ

と仮に行ったとしたときに、方向ばらばらや

ったら決まるものも決まれへんようになるの

かなという懸念があったので、まずは福祉部

局というのは全然オーケーですし、やはりそ

こが一番取っかかりやすいというふうに考え

ています。 

 もうよその自治体で億単位で突っ込んでい

るところもあって、そこに勝とうとかという

のではなくて、まずはそこからやっていくと

いうのはほんまに大事なことなので、また後

ほど福祉のところには質問します。 

 もう一回、写真いいですか。 

 これ財務省のホームページから引用してき

たんですけれども、いろんなところがいろん

な取組みをしているという事例で、病院とか

でもされているし、一番下なんかも、これも

民間レベルなんですけれども、ｅスポーツの

合宿プランとかというのもされているという

ことです。 

 ということで、もう一個、再質問なんです

けれども、ということは、もしかして将来、

橋本市もいろんなことで、これは今すぐでき

るとかじゃないんですけども、可能性だけの

話で聞きたいんですけれども、実際、今、橋

本市って民泊施設がどれだけあって、その利

用率とか稼働状況は分かるのかな。もし分か

れば、答弁お願いします。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。 

 橋本市内の、簡易宿泊所と言われるものも

含めての民泊の数なんですが、現在把握して

いる状況で12件というふうになっております。 

 稼働状況なんですが、現在個々で運営して

いるということで把握していないんですが、

協議会ができるということで、今後そういう

ことも把握できる可能性があるということに

なります。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）ありがとうございます。

これから稼働状況も分かれば、もしかしたら

使えるかもしれへんなというので聞かせても

らいました。 

 今議会でも学校関係の話がいろいろ上がっ

とるんですけれども、昨日らの答弁も聞いと

っても、将来なくなるかもしれない学校の施

設の活用方法というのはまだあまり決まって

いないんやというふうに私は認識しました。 

 ただ、その先、将来どういう活用をされる

のかなというのが一番気になるんですけれど

も、これは例え話です。例えば、学校という

のはＷｉ－Ｆｉ環境も一定整っています。電

子黒板もあります。民泊の話、今、確認した

ら、もしかして、将来ここを活用して何かで

きるんちゃうんかなという気もするんやけれ

ども、そういった使い道の一つとして、考え

られるかどうかだけでいいんやけれども、い

かがですか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）現在、第２期橋本

市立小中学校適正規模・適正配置基本方針の

説明会を保護者に開催させていただいて、こ

の後、地域、関係者に入っていくんですけど

も、先の話になりますが、学校が再編されて

建物が空いたときは、今後どのように利用し

ていくかにつきましては、関係者の皆さんと

地域の意見を聞いて、様々な可能性を考慮し

たいと考えます。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）ありがとうございます。

今のは聞いただけ、聞いただけという言い方

は悪いけど、すごい条件のいい施設になる可
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能性もあるし、そこから橋本市が、もしかし

たら一歩前へ出れる可能性もあるのかなとい

うので、この質問をさせてもらいましたけれ

ども、ここはもうＤＭＯ案件になってくるの

で、恐らく将来は。そっちが頑張ってもらえ

たらうれしいなというふうに思っています。 

 ちょっとさっき壇上でもお話しさせてもら

ったんですけれども、松本隼人さんという方

の修士論文が手に入って、本人からも許可を

得て、ここで紹介するオーケーをもらったの

で、これは各自治会がどういう動きをされて

いるかというのを、都市型というのと、あと、

うちらぐらいの中間的な地域、そして山間部

という３箇所の論文の内容をちょっと紹介さ

せていただきます。 

 まず、一つ目が東大阪市です。福祉部が問

題ありというふうにしていた、センターに来

ている人の地域住民のマンネリ化を解消する

ために、ｅスポーツ教室を提供しようといっ

たアイデアが出たと。でも、そこに問題があ

った。 

 これはどことも同じなんやけど、要は専門

人材リソース、インストラクターがおらんと

いう問題があって、そこで、これ和歌山にも

あるんですけれども、大阪ｅスポーツ連合と

いうところがサポートしたと。 

 その団体にとっても、社会福祉の事例のポ

ートフォリオとしても話題性があるというこ

とで、また、自治体間連携ができるという点

から、ｅスポーツを幅広い世代に広げること

ができる。結果、コミュニティの活性化、健

康意識をより高めるといった効果が出たと。

特に女性、高齢者女性が食いつきがよかった

というふうに論文では書かれています。 

 次が静岡県島田市なんですけれども、ここ

は多世代交流を生むことのできるコンテンツ

として、首長からｅスポーツ教室を提供する

というようなアイデアが出たらしいです。 

 でも、同じくインストラクターがおらんで

ということで、ここは静岡ｅスポーツ連合が

サポートして、結果、仕組みができていなか

った多世代間の交流のイベントを開催するに

至っているというふうに書かれています。 

 もう一個が佐賀県大町町というところなん

ですけれども、こちらも、総合計画で掲げて

いた、高齢化社会に対応した支援体制の構築、

地域で協力し合える環境づくりを達成するべ

く新たな施策が必要な中、首長の発案により

ｅスポーツ教室をやろうといったアイデアが

出たと。そこで、佐賀県ではもうｅスタジア

ム佐賀というところがやっていたらしくて、

そこに声をかけた結果、その佐賀県大町町と

いうところは、ｅスポーツを用いた高齢者福

祉の事例として佐賀県内で中心となって、佐

賀県全体がｅスポーツ福祉に注目するように

なったという論文が出ています。 

 こと橋本市に目を移してみると、介護予防

の一つに「げんきらりー教室」があります。

体を動かすこととか、そこでの交流を図る目

的があるというふうに認識しているんですけ

れども、とはいえ、体を動かすのが苦手な方、

そもそも人との交流がどうしても苦手、望ま

ないという方もいらっしゃって、私も相談を

受けたことがあるんですけれども、近所の人

から誘われて、断るわけにいかんのやけど、

人前は苦手から今とてもつらい状況なんやと

いう相談を受けたこともありました。 

 そこで考えられるのがｅスポーツの交流。

もちろん、それで全部クリアできるとは思っ

ていません。その一つでも、もしかしたらそ

の中で、ｅスポーツというところから交流で

きていく可能性もあるし、もっと言えば、先

ほど７番議員もアバターの件、メタバースで

言われましたけれども、ひきこもり対策にも

なる可能性もある。 

 私はもう勝手に、将来５年先ぐらいはもう
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ｅスポーツが主流になってくるのかなという

ふうに考えておるんですけれども、もう絶対

今から準備だけ、準備というか、知っていて

損はないかなと。やる、やれへんは別として、

知っていて損はないかなというふうに考えて

います。 

 答弁いただいた中で、介護予防から考える

的な答弁を頂いておったかと思うんですけれ

ども、福祉部局として何か案があるんやった

ら、もしお示しできれば、お示しいただけれ

ばありがたいです。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）ただ今のご質

問にお答えします。 

 議員おただしのように、現在、橋本市では

げんきらりー自主運営教室やいきいき百歳体

操、シニアヨガなど、介護予防の取組みをや

っております。 

 現在、介護予防の取組みについては、先ほ

ど言ったような運動が中心で、運動が苦手な

方、また、男性の参加率が低い、こういった

課題があります。ｅスポーツをゲーム感覚で

介護予防に取り組むことで、今までご参加い

ただけなかった方、また、男性の参加を促す

というよい機会になるのではないかというふ

うに期待しております。 

 また、身体機能だけではなくて認知機能へ

の効果、こういったものがｅスポーツをきっ

かけで、孫などの子どもたち、家族間での会

話が期待できるなど、介護予防だけでなくて

世代間交流など、そこから波及する効果も期

待できるというふうに考えています。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）ぜひ、いろんなものが

あるので、急にこれやってあれやってという

のは言う気もないです、ｅスポーツもむちゃ

むちゃ種類が多いので、どれを取り入れるか

というのもある。 

 実際、僕らもそうですけれども、高齢者の

方とお会いしていく中で、実際にゲームで対

戦することってあります。結構、頭使うんで

す。手も使うんです。ふだんもしかしたら皆

さんされているかもしれない携帯スマホゲー

ムなんかでもそう。ここでも結構「ツムツム」

をやったりとか、いろんな方がいらっしゃい

ますけれども、皆さんそういうので個人でや

っているのが、いざ大きいところに行けば、

大会になってくるというのもあります。 

 ゲームってほんまにいろいろあるので、そ

の一つひとつ、昨日かな、おとといか、11番

議員もタイピング、「北斗の券」の話もされと

ったけど、もしかしてこれ学校でやったら、

競争になったら、これもまた一つのスポーツ

的な認識にもなります。 

 そういった具合に、とにかく幅が広いので、

何かきっかけになったらいいなと。ほんまに、

ＩＣＴ教育の中でも、タブレットに慣れるた

めにはもしかしたら一番、子どもだってそう

いうところから入ったほうがうまくなるのか

もしれないと思います。 

 もう一個、再質問なんですけど、先ほども

ちょっと話させてもろうたけど、和歌山県で

もｅスポーツ連合という団体があります。県

は県でもう既にデジタル推進課を中心として

取組みをされています。ちょっと予算的にか

かるかもしれへんけど、先ほど健康福祉部長、

いろいろ答弁いただきましたけれども、やは

り難しいのが、誰が教えていくんよというと

ころになってくる。 

 そんな中で、インストラクターの派遣等々

を協議して、介護予防で橋本モデルみたいな

のもつくれるんちゃうんかなというふうに考

えています。 

 全市、市内一斉にできやんかっても、例え

ばモデル地区をつくるだけで、まずどこかか
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らスタートするという方法もあるし、和歌山

県内でもまだあまり自治体は取り組まれてな

いみたいなので、こういった橋本モデルとい

うのがもしかしたら和歌山県モデルのスター

トになるかもしれへんのやけども、ちょっと

夢が大きくなって申し訳ないんやけども、そ

ういったことというのは考えられたりしてい

ますか。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）先ほどおっし

ゃっていただいていました和歌山県ｅスポー

ツ連合、また、和歌山県デジタル社会推進課

とも連携しながら、運営方法などのアドバイ

スを頂きながら、まずは市民対象に体験会を

企画して、課題などを整理しながら取り組み

たいというふうに考えておりますので、ご理

解いただきますようお願いします。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。 

 最初、壇上でしゃべらせてもらった大月市

なんかも奈良県宇陀市と地域間連携を組んで

やっているみたいですし、自治体間で、最初

のきっかけは簡単な競争、ゲームなので勝ち

負けを競うのもありなんですけれども、そう

いった体験から入っていくことで、特に高齢

者の方、実は、ゲームも将棋とかマージャン

でも同じやと思うんです。むっちゃうまい人

はほんまにうまいので、そういったところか

ら入っていって、結果、皆さんがちょっとで

も健康になる、もしくは、人前に出るのが苦

手でも、ちゃんとそうやって自分の存在場所

があるというのも大切なのかなというふうに

感じていますので、これからも研究のほうよ

ろしくお願いいたします。 

 １個目を終わります。 

○議長（森下伸吾君）次に、質問項目２、職

員の名札の在り方に対する答弁を求めます。 

 総合政策部長。 

〔総合政策部長（井上稔章君）登壇〕 

○総合政策部長（井上稔章君）職員の名札の

在り方についてお答えします。 

 橋本市職員名札着用規程では、職員の氏名

を明確にし、市民の公僕としての心構えと態

度等の向上を促すため、勤務時間中は名札を

着用しなければならないことになっています。 

 議員おただしのとおり、スマートフォンや

ＳＮＳなどの普及により、名札から個人情報

を検索されたりインターネット上に氏名が公

開されたりするなど、名札が職員のプライバ

シー侵害につながることが懸念されることを

理由に、名札の表記を見直す自治体が全国的

に増えています。 

 同様の動きは、カスタマーハラスメントや

ストーカー対策の一環として民間企業でも広

がっています。 

 名札の着用は市職員として責任を持ち、公

務員としての心構えの基本であると考えてお

りますが、昨今の社会状況を鑑みると、名札

の表記を見直し、公務の透明性とプライバシ

ー保護のバランスを図ることは本市において

も検討すべき課題の一つであると認識してい

ます。 

 来年度から名札表記を見直すにあたり、現

在はメリット、デメリットを踏まえ、名札の

在り方を検討しているところです。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君、再質問

ありますか。 

 ８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）来年からね。すぐでき

るやろと。こういう言い方したらほんま失礼

なんですけれども、名札は要るか要らんかの

議論は別として、今、絶対要るというふうに

なっとるんやったら、できるだけ早く。 

 例えばローマ字とか平仮名とか、そんなん

言う気はないんです。要は、職員が安心して
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仕事できる環境を整えていくことが、結果、

市民サービスにもつながっていく。それで職

員が休まれて、しわ寄せがほかの職員に行っ

て、またオーバーワークになってということ

を考えたら、それやったら早うやろうという

のを僕は言いたいだけなんです。 

 それこそ、例えば、ほんまに名刺サイズの

印刷で、一旦名前だけでもええやんかと。今

回この質問すると言ったら、いろんな職員か

ら「やって、やって」というのが出たんやけ

ど、届いていないのかなというのも、職員課

のほうに、不思議なんですよね。 

 今、来年度からというような答弁があった

かと思うんですけれども、メリット、デメリ

ットって何やろうという。僕からしたら、補

正予算を組んだらええやんと。 

 さっきも７番議員の質問でお金がないとい

う話もしとって、補正を組めやと言うのもち

ょっとおかしなところなんやけど、でも、ほ

んまに職員を守っていくためにはそれぐらい

やっていって僕はいいと思っているんですけ

れども、メリット、デメリットって何ですか。

僕はすぐできることやと思うとるんですけど。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（井上稔章君）議員おただし

の件なんですけれども、実は、このご質問を

頂くにあたって、今回、「来年度から名札表記

を見直すにあたり」という表現で答弁させて

いただいてもらっておるんですが、本当に来

年度から見直そうというふうに職員課では実

は動いておりました。 

 職員の苦情というんですか、私も実際に名

札を見られて、名前を大きい声で読み上げら

れてというのもやっぱり経験もしております。

そんな中で、見直す必要は当然あるという認

識ですので、もう当初予算を待たずに、すぐ

対応したいというふうに考えております。 

 ただ、準備がございますので、必要な予算

等があれば、また計上してご審議いただくこ

とになると思いますので、どうぞご理解よろ

しくお願いします。 

○８番（田中博晃君）二つ目を終わります。 

○議長（森下伸吾君）次に、質問項目３、見

にくい見えない公道の設置看板に対する答弁

を求めます。 

 建設部長。 

〔建設部長（西前克彦君）登壇〕 

○建設部長（西前克彦君）見にくい見えない

公道の設置看板についてお答えします。 

 議員おただしの、公道上に設置されている

看板は、運転者に対し道路上のいろいろな危

険について注意喚起を行うために仮設的に設

置されたものです。 

 多くは道路の新設に合わせて既設道路との

間に新たに設けられた交差点付近に設置され

ており、一定期間、注意喚起を行った後に撤

去する必要がありますが、設置後そのまま残

されているもので、現地調査の結果、文字の

消えているものや街路樹に隠れているものも

確認できました。 

 今後は、不要な看板は撤去し、必要な看板

は取替えを行うなど、適切な視認性が確保で

きるよう維持管理を行っていきます。 

 また、看板等の状況に異常があった場合の

情報共有については、庁内外各課職員に対し

改めて周知するのはもちろん、現在、橋本市

内の郵便局と、市民の生活に関わる危険箇所

の情報提供などを目的に、市民生活情報提供

に関する協定を結んでおり、その中で道路及

び道路附属物の損傷や倒木など道路の危険箇

所について連絡を受けていますが、看板等の

状況についても、今後さらに連携を深めなが

ら情報共有できるよう努めたいと考えていま

す。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。再質問

ありますか。 
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 ８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）答弁ありがとうござい

ます。 

 今議会でも専決処分でもあったみたいに、

やっぱり立て看板が結果的に、土のうのこと

で専決処分で上がっていましたけれども、結

果的に市民に不愉快な思いをさせているとい

う事案がもう発生しているという事実はあり

ます。 

 一般質問の通告した後、速攻やってくれた

んですよね。できるんやんとか思って。 

 ちょっと写真いいですか。写真撮ってきた

から見て。ここ紀ノ光台のところ、分かりま

すね。ここ左向いて、あやの台を向いて曲が

ったら、ここ、あるでしょう。これ。横断歩

道のところ。 

 これを大きくしたら、これ真っ白なんよ。

これが、例えば最初の写真を見て、北側から

出てきて、例えば信号の下。信号の下に看板

があったら子どもらが隠れて危ないから、そ

こがいいというわけじゃなくて、そこにあっ

たらまだドライバーは分かると思うんです。

でも、あの場所にあって果たして意味がある

のかなというのがまず１個目。 

 例えばこれ。これもそこからもうちょっと

あやの台へ向いて行ったところ。アカメガシ

ワに隠れた看板とか。これなんか結構すごく

ないですか。もう存在が分からん状態です。 

 これが側道のところ。京奈和自動車道の橋

本インターチェンジを降りて、側道を行った

ところ、体育館へ向いて。ここはこういう状

態です。ここは以前にも担当課のほうにお願

いして、もう見えれへんので、ちゃんとしよ

うやと言ったところ。 

 ここ、道路と平行になっている。今日行っ

たらなかった。 

 ということで、もうやってくれたので、あ

んまり細かいことはあれなんですけども、答

弁の中で情報共有について、庁内各課職員に

どんな通知をやっていくのかというところ。 

 というのは、情報共有できる、ちゃんとで

きる形を取ってほしいんですけれども、その

辺りはいかがでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）どうしても道路管

理者の部局だけでのパトロールだけでは道路

の損傷等の発見に限界がありますので、各課

宛てに、道路の損傷やカーブミラーの異常な

ども含めた情報提供の協力依頼文を先日送り

ました。 

 また、連絡を受けたものについては早急に

現地確認を行った上、対応していきたいと考

えております。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）早いですね。いや、い

いんです。やってくれたことはほんまありが

たいので、それでいいんです。 

 もう一個、再質問なんですけど、先ほど答

弁の中で郵便局との提携というのがあったん

ですけれども、こういうのってどうしても、

やり出した頃ってすごい情報が入ってくるん

やけれども、その後ってどうしてもどんどん

なくなっていって、結果、形骸化していくと

いうのは多々あることやと思うんですけれど

も、実際に今、郵便局、配達する方からどの

くらい情報って共有、入ってきているのか。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）情報提供の協定に

よって郵便局から連絡いただいた道路関係の

件数ですけど、今年度はこれまで２件の情報

提供がありました。直近３か年では、令和５

年度はゼロ件、令和４年度は１件、令和３年

度は11件となっています。 

 協定自体、平成25年に結ばれたものであり

まして、長年の経過がたっております。今回

ご質問を受けてから、郵便局側の窓口である
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橋本郵便局と協定内容の再確認を行って、再

度、市内の各郵便局にも周知していただくよ

うお願いしたところです。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）ありがとうございます。 

 となってきて、一番、私も通学路安全点検

とかにも参加しているんですけども、実際、

自分も参加して看板は見ていなかったなとい

うのは反省すべきところです、これは。 

 実際これ今回この質問をするにあたって、

ひょっとして通学路安全点検、地域の方がも

しかしたら一番気づいているのかなと。もっ

と言えば、恐らく道路部局、どこに立てたか

ってもう覚えてないと思うんです。緊急性が

あって立てた、結果、草にまみれて分からん

なったというところは多々あるやろうし、も

うそれこそずっと前からあるようなものもあ

ると思うので。 

 そういったときには、やはり地域の方々で

あったりという力をお借りするのが一番いい

のかなというふうに考えておるんですけれど

も、どうしても自分も通学路安全点検してい

っている中で、道路の穴ぼこであったりとか

空き家、ここの屋根は崩れてきそうやという

のに目が行きがちであるというところを考え

た場合、もし今後、教育委員会のほうで、通

学路安全点検はやるけども、そのときにそう

いったところにも目を、情報があったら教え

てねということをお願いできるかどうか、答

弁もらえますか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）お答えいたします。 

 通学路における立て看板等につきまして、

点検等で使途不明なものや危険性があるもの

につきましては管理者を特定する、そういっ

たことや、確認、調査しまして、必要な対策

を行っていきたいと考えております。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。まず情報共有、道路部局と、それをや

ってもらえたらほんまにありがたいので、そ

こは教育委員会、頼んでおきます。 

 もう質問はしません。今回何でこの質問を

したかと言うたら、要は、壇上でも言うたん

やけど、結構前から言うとったんです。この

看板もう見えれへんのちゃうかとか、取った

ほうがええんちゃうかと。でも、そのときは

何もなくて、一般質問すると言うたら、速攻

する、速攻なくなる。 

 これ今回は道路部局ですけど、道路だけと

ちゃうんですよね。どうしても、違う課でも

あるので、そういった、忘れることもあるか

と思うんですけれども、多分僕だけじゃなく

て、ほかの議員も、ちょっとここ気になるよ

というのが各課に話が行っていると思うので、

そういうところはできるだけ、できるところ

はすぐやって、あかんときはあかん、実は時

間かかるときは時間かかるという情報をもら

えたら、僕らも安心して様々な情報提供がで

きるので、そこだけはお願いしておきたいと

思います。 

 終わります。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君の一般質

問は終わりました。 

 この際、午後１時まで休憩をいたします。 

（午前11時28分 休憩） 

                     

（午後１時00分 再開） 

○議長（森下伸吾君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番15、９番 堀内君。 

〔９番（堀内和久君）登壇〕 

○９番（堀内和久君）皆さん、こんにちは。 

 傍聴席の皆さんも、こんにちは。昼またぎ

になれへんだら、あと何人かおったと思うん
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ですけども、別に僕を見に来てくれたわけで

はないのは分かっとる。僕を見に来てくれた

んですか。ありがとうございます。一生懸命

頑張りますので、よろしくお願いします。 

 華やかで安らかな感じに最近の気候はなっ

てきて、昨日、おとといはちょっと大雨であ

れやったんですけど、季節の変わり目という

ことで、議場の中も爽やかで若々しい。 

 僕、51年生まれなんですけども、１期先輩

になるんですかね、財政課長と政策企画課長。

僕が初当選したときはもう岡先輩が四つ上で、

あと県会議員になられた方と、みんなもう人

生の先輩で、重鎮の方々の中でもまれて今日

まで来とるんですけど、議場の逆側の人が、

何というのかな、新しい人が入ってきたら、

何かやっと、10年続けて新しい風が、歴代の

部長もしっかりしたすばらしい方なんですけ

ど、みんなが成長してきて、新しい人が入っ

てくることによって、答弁もまた変革があっ

たり、多様な柔軟な考え方とか、これからの

若い人のリーダーになっていく人が財政課長

と政策企画課長なのかなと。 

 歴代の方もそうですし、そこにおられる方

というのは間違いなく市の中枢になるであろ

う方なので、仲よくしていただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 せんだってから、先ほどから同僚議員の７

番議員、８番議員が話していたんですが、会

派で視察に行くという話だったんですけど、

私だけ行かなくて、なぜかというと、今年は

ダイヤモンドイヤーというんでしょうか、オ

リンピック、万国博覧会、高野山世界遺産登

録20周年記念、これがあるから行けなかった。 

 なぜだという話なんですけど、視察は視察

で大事で、一緒に行きたかったんですけども、

私、はたごんぼを作っていまして、この記念

イヤーにたくさんの人が訪れるであろうとい

う準備をせなあかんと。来たときになかって

はいかんと、死に物狂いで必死こいて、これ

カッターシャツ脱いだら、ここから先だけ黒

いんですけども、もう必死こいてやっていま

す。 

 地元の小学校たちとも種植えとかして、そ

れも楽しかった。そんなんもあるんですけど、

やっぱり準備をするということが大事。 

 ただ、残念なのは、世界遺産の20周年です

か、橋本市も、黒河道というのは高野山あり

きの追加登録です。ということは、九度山町、

高野町が橋本市にもお声かけいただいたと思

うんですけども、ここに参戦していない。こ

れがちょっと寂しい。でも、はたごんぼはた

くさん人が訪れるであろうというていで作っ

ておきたい。 

 橋本市では「高野山麓」とかうたうことっ

てよくあると思うんですけども、これがすご

い寂しいなと。これ教育委員会やと思うんで

す。これ経済推進部じゃないんです。これが

ちょっと僕の中で寂しいなと思いました。 

 一生懸命、一般質問をさせていただきます

ので、よろしくお願いいたします。 

 今回は三つです。 

 本市の市営住宅の必要性と入居状況につい

て。 

 市営住宅とは住宅に困っている方のための

公営住宅です。近年、老朽化が進んでいるが、

本市はどのような対策を講じているか。 

 また、年に２回の抽せんにおいて空き部屋

をリフォームするにあたり、限られた予算で

本当に困っている方を救えているかを伺いま

す。 

 二つ目。５人が通告しとるんですけども、

第２期橋本市小中学校適正規模・適正配置に

ついてでございます。 

 同じくそのタイトルどおりの物事について、

進捗状況を伺います。 

 三つ目、サマーボール2024について。 
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 令和６年度当初予算では附帯決議が決議さ

れましたが、公募するという条件を義務とさ

れ、今日までの進捗状況と今後についての市

の見解を伺いたいと思います。 

 明確な答弁、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君の質問項

目１、本市の市営住宅の必要性と入居状況に

対する答弁を求めます。 

 建設部長。 

〔建設部長（西前克彦君）登壇〕 

○建設部長（西前克彦君）本市の市営住宅の

必要性と入居状況についてお答えします。 

 まず、老朽化が進む市営住宅にどのような

対策を講じているのかについてですが、本市

では、平成30年４月に改定した橋本市営住宅

長寿命化計画において、将来的な市営住宅の

需要推計や老朽度合いなどから、用途廃止す

る住宅と計画的な修繕により管理継続する住

宅に分類し、老朽化対策に取り組んでいます。 

 用途廃止に位置づけた住宅は、耐用年数が

経過し、将来にわたり団地を維持管理するこ

とが不適当と判断されるもので、このうち木

造住宅は令和４年度末までに全世帯の移転が

完了し、令和８年度中には全ての除却が完了

する見込みです。 

 また、非木造住宅についても、令和10年度

から除却工事が進められるよう、令和５年度

から対象世帯への移転支援を開始しています。

既に25世帯の移転が完了しており、令和29年

度の用途廃止完了に向けて取り組んでいると

ころです。 

 一方で、管理継続する住宅については、長

寿命化を図るために、防水等の屋外改修工事

を進めるとともに、４階建ての住宅について

は給排水設備の更新も併せて実施できるよう

検討しています。 

 次に、限られた予算で本当に困っている方

を救えているのかについてですが、令和５年

度の実績として、約1,500万円の修繕予算の中

で11戸の住宅を修繕し、公営住宅法や条例に

定められた入居資格等の公平公正なルールに

基づき入居募集したところ、延べ48件の申込

みがあり、11戸全てが入居に至っています。 

 しかしながら、申込者の中には、入居資格

を満たしながらも抽せんにより25世帯が落選

しているのも事実です。落選者の中には人気

のある特定の住宅の募集があったときのみ申

し込む方もいるなど、落選者が困っている状

況や度合いは個別に異なり、落選した方の状

況が把握できていないという点では、本当に

困っている方を見極める対応が必要だと考え

ます。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君、再質問

ありますか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）いい答弁だと思います。

思いが形になればありがたいということと、

担当課におかれましては日々尽力されておる

のも感じますし、話をしてもすごく分かりや

すいですし、過去のいろんな議員からの一般

質問も、いろいろアクションを起こしてくれ

とる。例えば、民間のアパートのオーナー募

集であったりとか広報で見ました。でも、結

果がなかなかついてけえへんというのはまた

もんでいただけたらと思います。進捗状況は

よく分かりました。 

 今回の質問は、困っている人を助けている

か否かの話なので、建設部局にはなかなか答

えにくいかも分からないですけど、ルール上

でいうたら、所得の要件とかで世帯の年収300

万円程度になるのかな、きっちりした数字を

僕は把握できていないんですけど、その人た

ちもくじ引を引く権利、入居可能であり、優

先抽せんの対象にもなり得る。 

 一方で、収入がなくほんまに日々の生活が
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困難な方が、同じ住宅を申し込んだ場合に公

平に抽せんすることが決定になっとるんで、

300万円程度の、裕福なという言い方は失礼な

んですけども、どう表現したらいいかちょっ

と分からない、おわびするんですけども、本

当に近々で困っとる人、この辺が３回も４回

も落選しとるとかということもあり得るんじ

ゃないのかなというような、そういう実態と

いうのはどんな把握をしとるか、お答えいた

だきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）今現在、現在のル

ールでいうと、所得要件の条件ぎりぎりで、

世帯構成次第では年収300万円程度ある方で

も入居可能な状態となって、そんな方でも優

先抽せんの対象にもなるという状況となって

おります。 

 個別の状況を伏せて、令和５年度中の全体

の件数のみでお答えしますと、当選者及び落

選者を、収入の面で入居後の家賃算定の際に

基準とする収入階層別という仕組みがあるん

ですけど、それによりまして比較しますと、

ほとんどの世帯が最も収入が低い月額所得10

万4,000円以下というところの分類に該当し

てきます。 

 ２世帯のみが入居資格上限の最も上の分類

のところで該当しておりました。この２世帯

のうち１世帯の方が抽せんの結果、当選とな

っております。 

 次に、何度も落選し続ける方の状況につい

てですが、令和５年度中、６月と12月の２回

続けて落選された方が２世帯、それ以上続け

て落選されている世帯はございません。ただ、

令和４年から３回続けて落選されている方が

１世帯おるんですけど、その方は落選前のと

ころで１回当選して、それの入居を辞退しと

るという状況がありました。 

 以上が現況でございます。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 私はもうちょっとあるのかなと思っていた

んですけども、何回落ちても、くじ引なので

平等性の観点の中におるので、それはそれで

仕方ないと思うんですけども、入り口の枠が

広いから、もうちょっと狭い入り口、精査で

きないかなとか、障がいをお持ちの方とか優

先枠というのは当然あります。 

 それに続くような優先枠とか、本当の貧困、

貧困という言葉を当てはめていいのか分から

ないんですけど、困っている方を助ける定義

の中でいうと、助けられているのか、そこが

運任せになっとるところも実在する。 

 ほな次は半年後。くじを引きに来るまで半

年間、この人らはどうやっとんやろというこ

とをやっぱり考えていかないかんと思って質

問しました。 

 本当に困っている人ほど住宅に入ってほし

い。収入がそこそこある人は、地優賃という

んですか、地域優良賃貸住宅に行ってほしい

なというのが市の施策のあるべき姿だと僕は

思うんですけども、はじめに答弁があったと

おり、困っているかどうかは個々に状況、度

合いが異なるもので難しいことだと思うんで

すけども、だからといって、これまでどおり

の現行のルールに沿って募集を事務的に続け

るのかなというのは、ちょっとどないか助け

たってよというような話なんですけども、建

設部長の見解をお伺いいたします。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）近年の入居の申込

みの状況ですけど、答弁でも答えさせてもら

ったとおり、直近では40申込みがあるのに対

して25世帯の方が落選しているというような

状況もあります。 

 そういうふうな中で、実際、本当に困って

いる方を助けられているのかというところで
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すけど、申込みが増えたところの要件から言

いますと、単身入居者に向けた住居の入居の

拡大であったり市負担での給湯設備、浴槽の

設置であったり連帯保証人の要件の廃止など

をこれまで取り組んできたことによって、申

込者が増えて、当選する確率の低さにも影響

しとるのかなと思うんですけど、入居資格の

一つである所得条件自体を引き下げてしまい

ますと、これまで入居申込みできた方が入居

できる可能性そのものがなくなってしまうの

で、所得上限の引下げについては考えており

ませんが、例えば、優先抽せんの対象者同士

で申込みが重なった場合とかのみ、収入分位

が低い世帯を優先的に取り扱うなど、これま

で一律に取り扱ってきた優先抽せん対象者の

取扱いに幅を設定することなどが考えられま

す。 

 これによって、入居資格を満たすものの収

入分位が少し高いような世帯が当選しにくく

なりますが、そういった世帯をターゲットに

中層団地の２階以上の住宅など人気の低い住

宅を募集するということも考えられます。 

 今後、本当に困っている方を救える住宅供

給の在り方について、よりよい取組方法を研

究してまいりたいと、そのように考えており

ます。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）言うことございません。

理想が現実になっていただけたらと思います。

お風呂とかいろいろ設置とかやっていただい

とるし、住宅が現在、地域優良賃貸住宅も満

室に近い状態だと思いますし、担当課はよく

やっていると思います。 

 例えば、河南地区に新しい地域優良賃貸住

宅の建設とかを要望したいところもあるんで

すけども、人口を増やすために。九度山町も

さくら団地とかやっていますよね。そんなの

もあったらいいかなとか、いろいろこれから

議論したいことあるんですけど、今回は困難

な人に対しての、どういうふうに思っている

かということなので、前向きな答弁を頂いた

ので、今後の柔軟な検討に期待いたします。

答弁は結構でございます。 

 次、２番をお願いします。 

○議長（森下伸吾君）次に、質問項目２、第

２期橋本市立小中学校適正規模・適正配置に

対する答弁を求めます。 

 教育部長。 

〔教育部長（岡 一行君）登壇〕 

○教育部長（岡 一行君）第２期橋本市立小

中学校適正規模・適正配置についてお答えし

ます。 

 第２期橋本市立小中学校適正規模・適正配

置については、３番議員、５番議員、10番議

員に答弁したとおり、進捗状況は、学校再編

の対象校８校のうち、これまで境原小学校、

清水小学校、恋野小学校、学文路小学校、隅

田小学校、城山小学校の６校の保護者説明

会・意見交換会を順次開催しており、厳しい

ご指摘を含め、様々なご意見やご質問等を頂

いているところです。 

 また、説明会・意見交換会に参加できなか

った保護者には、説明会当日の資料の配布と

併せて、書面でご意見を頂くようにしていま

す。 

 今後は、６月末に柱本小学校と三石小学校

の保護者説明会・意見交換会を予定しており、

７月下旬には未就学児の保護者向け説明会や

地域説明会を対象校の地域別に５回開催する

予定です。その後、関係団体向けの説明会・

意見交換会を行う予定です。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君、再質問

ありますか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）よろしくお願いします。 

 ４人目なので、質問かぶらんと、かわしな
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がら行くんですけど、基本的には、初日、２

日目、同僚議員がいろいろあったと思います。

聞いていたら、しんどい答弁というか、失礼

ながら、優秀な部長と優秀な教育長が、僕は

もう何というのか、芯がぐたぐたやなと。う

これで大丈夫かなと。 

 ほんで、かぶらないように質問するんです

けども、答申を受けて、教育委員会がもんで

いく、そういうふうな意見で、いろいろ説明

会も何回も何回も行きますと言うけど、こん

なん３年で間に合うのかというのが、まず一

番にこの議場で思いました。間に合わせるの

でしょうから、やったらいいと思います。 

 僕はかわして質問するんですけど、境原の

お話は先にやっていただいとるので分かりま

した。私は清水と学文路の説明会をオブザー

バーというか後ろで聞いとったんですけど、

恋野と隅田と城山というのは行けなかったの

で、この辺の温度差というのはいかがですか。

端的にお願いします。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）今回の基本方針で、

恋野小学校の説明会につきましては、参加者

が少なかったという点もあったんですけども、

ある程度、学校再編の説明につきましてはご

理解頂けたと感じております。 

 隅田小学校につきましても、参加者数は限

られていたんですけれども、スクールバス等

のご質問等はあったんですけども、大きな意

見はありませんでした。ただ、意見交換会の

意見を尊重していただきたいということです。 

 それから、城山小学校につきましても、意

見としましては、境原小学校の保護者は納得

されたのかとか、そういったご質問を頂いて

おります。また、スクールバスで境原小学校

の児童に影響があることなどの質問を頂きま

した。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）細かいのもあろうかと

思うんですけども、真摯に向き合うとるとい

うのはよく分かります。だから、時間足りる

のかなと思うんですけど。 

 先に私の結論から申し上げます。ぐだぐだ

言っても仕方ないので。 

 ほんまやったら令和６年、今年の入学の子

をもってと言いたかったんですけども、オー

バーワークやったと思うんですけども、令和

７年の子が入学から６か年からの時間をかけ

て、その入学した子どもが卒業の年をもって、

以上の時間をもって、緩やかな感覚で迅速な

対応、要望対応していく。ほんで、ある程度

形になってきたら前倒し。選択の権利を与え

て、現場と保護者の緩やかな環境。 

 実際、説明会って、４、５、６年生の親っ

てほとんど来てなかったでしょう。そういう

ことなんです。対応するというか、そういう

軸を教育委員会として、教育長として１回リ

セットするということはできませんか。いか

がですか。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）保護者説明会につい

ては、８回のうち６回済んでおります。あと

２回、予定をしているところです。そこのご

意見を頂いた後、教育委員会において、この

方針についてどうしていくかということにつ

いては意見を集約して考えていく必要があり

ます。 

 そこで方針を変えるのか、変えないのか、

そういったことも含めて議論する必要があり

ます。そして、そこで決まったことを教育委

員会事務局に指示をする中で、どうしていく

かということについては詳細を詰めていく必

要がありますが、今のところ、ご意見を頂い

た中で、そこのところについては教育委員会

議において検討していく予定をしております
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ので、ご理解をお願いします。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）すみません、ご理解で

きないから質問しよるんです。軸は変えられ

ない、皆さんの意見を聞いたら変える可能性

はあるかも分かれへんけども、今の時点では

変える気がないというふうに私は伺いました

ので、次の質問をさせていただきます。 

 境原のことなんですけど、バスの矛盾点と

かいろいろあると思うんですけど、災害対応

とかそういうので、今頃物事を言うてきとる。

前はソフトで対応したという答弁やったと思

うんですけど、ハードで対応をなぜしなかっ

たのかと。危ないんやったら、もう今日から、

あしたから移動ささなあかんのとちゃいます

の。 

 昨日、おととい、危機管理監と消防長と建

設部長が議場から消えたということは、それ

ぐらいこの辺が危なかったということでしょ

う。 

 境原小学校は、警報が出たら休みやからい

いんでしょうけど、いつ崩れるか分かれへん、

いつどないなるか分からへんとこに、今日も

学校へ行かしとるんでしょう。すぐに行かさ

なあかんのちゃいますか。いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）天候によりまして、

もう危機が迫っている状況では、昨日もそう

やったんですけども、警報発令時に学校は開

きません。そういう対策を取っております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）じゃ、これから６か年

かけてそうやってもええんちゃいますのとい

う話になるんですけど、地元の方がおるので、

地元は地元で対応していただいて、コミュニ

ティとかをやっていただいたら。私の地元は

清水、学文路なので、質問を続けさせていた

だきます。 

 少し踏み込みます。これどっちに統合する

んですか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）学文路小学校にと

考えております。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）なぜですか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）学文路小学校は以

前に大規模改修工事をやっておりまして、施

設のほうがしっかりしているという理由でご

ざいます。それが一番です。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）これ適正規模・適正配

置の根本的なルール、２学級が望ましいと。

これは清水、学文路が当てはまらないのは、

僕が清水小学校の生徒やったときから１学級

しかなかったので、これを言うと意地悪にな

るので、これは分かります。 

 これ矛盾しとるのは、適正規模・適正配置

のルールでいうと、我々清水、賢堂、向副は

橋本小学校が近いんですよ。何言っているん

ですかという話なんです。別に橋本小学校に

行きたいから言うとるんちゃうんですよ。行

政の今までの怠慢がつくった形でしょう。 

 学文路の大規模改修は、し尿処理場の要望

でやったんでしょう。教育委員会が汗かいた

わけちゃうでしょう。橋本小学校は小中一貫

の失敗でしょう、体育館までもう一個建てて。

その辺の配置はどないなってるんですかとい

う話。 

 適正規模のルールで言うたら、清水のほう

が５人から10人多い。５年先もそう。清水に

てこ入れしなかったから、大規模改修してあ

るからっておかしくないですか、その理由。

ちゃんと答えてください。 
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○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）施設に関しては、

しっかりしているという言い方をさせてもら

ったんですけど、そこは事実ですので、老朽

度とか劣化を考えれば学文路のほうが長もち

するという考え方はあります。 

 児童数に関しましては、確かに今年の１年

生は清水小学校が７名で、学文路小学校２名

という形だったんですけど、１年生と２年生

と３年生に関してはほぼ同数です、合計しま

したら。そこはほぼ同数なんです。 

 地域性に関しましては、確かに、意見交換

でも川向かいに校舎が見えていますので、そ

のようなご意見を頂きました。頂きましたの

で、持ち帰りまして、その点は教育委員会の

中でも議論しているところでございます。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）これ、持ち帰り、持ち

帰りと言うけど、僕、清水のオブザーバーで

後ろでおったときも、持ち帰り、持ち帰り、

持ち帰り、持ち帰りと、教育委員会のナンバ

ーワンとナンバーツーが出向いてきて、どん

だけ持ち帰って議論するんですか。８割ぐら

い即答できたんちゃうの。 

 ほんで、清水の保護者に学文路を消せと言

われて、学文路を消して学文路小学校の説明

に行ったやろ。学文路決定ありきで、清水じ

ゃない、この学文路のところの27ページから

学文路を消して行ったんでしょう。清水の保

護者に消せと言われて。ぶれまくってますや

ん。 

 今、議場で学文路にしようと思っています

と言うんやったら、保護者説明会でも学文路

にしやなあかんと何で言わんのですか。答え

れれへんから、別に構へんと思うけど。 

 時間ないから進みます。 

 僕が一番頭にきとるのは、文教厚生建設委

員会のときの私ら議会議員の先生の皆さん方、

文教なので過半数です。そのときの出した答

申。我々は市民の代表です。その答えと校長

会の答えというのはほぼ一緒やったと思うん

です。 

 もうちょっと緩やかに行ったらんと、マン

パワーも足らんし、変革にも対応せなあかん

し、子どもファーストなのは分かります。い

ろんな観点で、いろんな意見があるのは分か

る。でも、意見を投げて、返してきてもろて、

もむというのに、学校現場の先生方の意見と

市民の代表である我々の意見を、どんな協議

したら反対の方向へ行けるんですか。どんな

会議なんですか。 

 それやったら決定ありきで行ったらええん

ちゃいますの。保護者説明会も、「こないした

いんでお願いします」と頭下げに行ったらい

いんとちゃうんですか。何のための対話の説

明なのかを端的に答えていただけますか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）あくまで検討委員

会から答申を頂いて、教育委員会として２期

方針の内容を説明させていただくと。内容を

説明させていただいた中で意見を頂くという

スタンスで説明会に入っております。 

 説明会の中では基本方針に掲載していない

指定校区のことまでは即答できませんでした

ので、学校区のことであったり選定のことに

ついては控えさせていただいたという次第で

ございます。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）もう一回言います。学

校現場では子どもが一番、これ誰でも分かり

ますよね。教育委員会では子どもと同じぐら

い現場教師を大切にしないと、校長会の意向

を重視せなあかんのちゃうのと。 

 前に教育長のビジョンでも、いい答弁くれ

ましたよね。夢を語ってくれましたよね。学
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校教育課、指導主事ともっと時間を取って、

学校の先生の授業の仕方のスキルとか、もっ

といろんな対話してあげたいと言うけど、こ

れできるのかという話なんです。 

 壊しにかかっていませんか。オーバーワー

クを押しつけていませんか。いかがですか。

教育長、お答えください。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）今、先ほど教育部長

からお答えさせていただいたように、検討委

員会での答申を受け、そのことに基づきまし

て、教育委員会として方針を立てました。そ

こには、検討委員会ではどことどこの学校が

というところまでではなくて、どういうこと

を大切にしながらという形での基本的な考え

方を頂いております。それに基づいて、教育

委員会として立てさせていただきました。そ

こで決めたのが現状の教育委員会としての方

針です。 

 それを説明に行かせてもらう中で、頂いた

意見で違う意見も当然出てきます。それを持

ち帰らせてもらったというのは、いま一度、

教育委員会としての方針を考えるにあたって

は、私の一存ではそれはできません。教育委

員会としての話合いをした上で決定した、そ

れに基づいて私自身は執行していかなければ

ならないという立場にありますので、だから

こそ持ち帰って協議をするということで言わ

せていただいております。 

 校長会のご意見につきましても同様に聞か

せていただいている部分もあるんですけれど

も、今後もいま一度話し合って、意見を頂く

場を設けて、それを教育委員会での話合いの

ところには反映させていこうと、そんなふう

に考えております。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）教育長、僕は悲しいで

す。学校現場のリーダーの先生たちと文教厚

生建設委員会、過半数、全員が満場一致かど

うか僕は確認取っていないですけど、概ねそ

ういうふうな勢いだったと。市民の選んでい

ただいた市会議員の先生方の過半数以上が、

こうしたらどうよ、もうちょい緩やかにどう

よという話をしとるのに、校長会と市議会の

意見を曲げてまでもまなあかん理由はどこに

あるんですか。民主主義ってどこにあるの。 

 教育委員会ってそこまで権利あるの。権利

があるとすれば、市長部局があって、副市長

と教育長は議会の議決で人を選んでいるわけ

です。私らにも責任あるんです、教育長を選

んだ。これでいいんかという話なんです。こ

れはもう自分で考えてくれたらいい。 

 僕が言いたいのは、今回、ずっと言うてい

る時間外の話なんです。教育委員会教育総務

課。記憶に新しいのが時間外、令和５年度

2,500時間設定で、167％、4,178時間、時間外

やっています。よう働いてくれています。さ

らに子どもまつりに行くんでしょう。これま

た説明会へ行くんでしょう。 

 今年の目標はと言うたら、職員課に確認し

たら2,500時間。ほな、この200％、250％、300％

いくんですね。１人しんどなっとるでしょう。

大事な選手を壊して。そこで１回立ち止まっ

て、深呼吸して、整理せなあかんのとちゃう

の。何か意見ください。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）今ご意見を頂いたこ

とについてですけれども、この後、教育委員

会内で話合いをするときに、今頂いた意見と

いうのは真摯に受け止めたことを会議の中で、

委員の皆さまにも、一定これまでにも説明し

ていますけれども、全体の保護者説明会が終

わった後、そういったことも含めてもう一度

出して、そこで検討して、今後どうしていく

かということは決定していきたいと思ってお

りますので、全く意見を無視しているとか、



－172－ 

そんなつもりは私としてはございません。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）しかしながら、校長会

と市議会の答申と違う方向に進んで、もまな

あかん、受けらなあかん、受けらなあかん、

出向かなあかんとやっとること自体、僕は無

駄やと思うんです。もう軸がないから、僕か

らしたら。変わることのない意見と思ってる

から。 

 やりたいようにやったらいいけども、何人

人を壊すつもりですかと。次もう一回、僕、

質問しますよ。 

 岡部長、あなたのことも心配しとるんです。

教育総務課長から部長になられて、もうオー

バーワーク極まりないところまであなたも行

っとるでしょう。 

 答えの出えへん答弁なので、もう別にいい

ですけど、僕は清水なので、ちょっと１個だ

け考えたいのが、清水というのは学文路と清

水の関係で、今、答弁したとおりやったんで

すけど、最適化事業債を使うとか、河南に１

個、コミュニティを置いておいてほしいとい

う。僕は地元なので、ちょっと勝手を言うん

ですけど。 

 いずれまた橋本中学校にとか段階的にとか、

もう面倒くさいんです、そんな回りくどい説

明。自分らの過去の失敗をそない言って、あ

そこはもう大規模改修したから、あそこへ入

れ込んだらええんでと。交通アクセスもどな

い考えても清水のほうがええんです。学文路

やからあかんと言うとるんとちゃうんです。

学文路も立派な学校やし、清水も立派な学校。 

 危機管理監が答えてくれた答えというのが

昨日あったでしょう。どっちも防災上危ない

んです、はっきり言うて。ほな学文路中学校

跡地に新しいのを建てるとか、お金ないのは

分かるけど、そういった明るいビジョンを描

くような話をしてほしい。 

 境原も地域のコミュニティを保ちつつ、緩

やかなスピードで、地域の、いずれ区の連携

とか区の合併というのは避けては通れれへん。

だから、学校も最後の１人になるまで統廃合

反対やという気持ちをぎりぎりまで持っとる

けども、先生のオーバーワークと先生不足、

いろんなことを鑑みて協力しようとしとるの

に、なぜ教育委員会はこういう変なとこにこ

だわるのと。 

 こだわりイコール利益にならんということ

です。しんどいしか生まれないんです。教育

委員会、暗いでしょう。ちょっと風通しよう

なったな、今田先生が来て風通しようなった

なと思ったのに、また暗いやん。 

 ほんで学校教育課は上へ行ったり。適正規

模・適正配置というたら市長の肝いりなのか

なと思ったら、いや、聞いてない、下へ戻っ

た、ほんで上へ行ったと。何やってんのと。

また機構改革するとか、もう意味分からへん、

はっきり言うて。 

 今おる選手を豊かに、しっかり仕事してい

ただいて、先輩議員、７番議員の言うとった

一般質問と一緒です。余裕が出てきたら次の

仕事できると。それが子どもまつりとかでや

ったらええんとちゃうのという話なんです。

その辺だけ、もうちょっと考えてほしい。 

 もう一回、今田先生、令和７年の入学の子

から６年、７年計画で、協力するから、そっ

ちに折れれれへんの。答弁ください。もうそ

れ以上聞きません。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）今、提案いただいた

ことにつきまして、真摯に私も受け止めてお

ります。私自身もいろんな組織のルールとし

て、教育委員会は合議体の組織ですので、そ

こでの方針に基づいて私自身も執行していか

なくてはならないという、そういう立場にあ

ります。 
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 ですから、ご意見いただいたことについて

はそこの中で話をきちっとした上で、そして、

お答えさせてもらうということで、そこはご

理解いただきたいと思いますので、今言って

いただいている意味合いということについて

は、私自身は十分理解していると考えており

ます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）そこまで言うんでした

ら、もうこれ以上言えへんけども、そこまで

の覚悟と理念を持っとるんやったら、それは

それで行ったらいい。 

 ただ、教育長なので、これ以上オーバーワ

ークで職員がしんどなったり、これから子ど

もらを教える卵、20代、30代の先生がしんど

なったり、誰ひとり倒れたら困る、オーバー

ワークで。そのときの責任というのは教育長

にありますよ。それだけ覚悟いただけたら、

もうこの一般質問は結構でございますので、

次にお願いします。 

○議長（森下伸吾君）次に、質問項目３、サ

マーボール2024に対する答弁を求めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（三浦康広君）登壇〕 

○経済推進部長（三浦康広君）サマーボール

2024についてお答えします。 

 令和６年３月21日付で本市議会から提出の

あった附帯決議を受け、新たに紀の川橋本サ

マーボールの運営主体を、令和６年４月22日

から５月13日までの期間において公募しまし

た。結果、１件の応募がありましたが、その

後、取下げの申出があったため、運営主体を

決定することができませんでした。 

 この結果を踏まえて令和６年６月５日に開

催された紀の川橋本サマーボール実行委員会

において、紀の川橋本サマーボール2024の運

営体制等を決定しています。 

 決定内容については、前運営主体である団

体が令和６年３月末をもって退任されたこと

に伴い不在となっていた実行委員長に副市長

が就任し、事務局を市シティプロモーション

課が担うこととなりました。 

 次に、今後の方針ですが、紀の川橋本サマ

ーボールは多くの市民、企業からのご支援、

ご協力により支えられているイベントであり、

昨年度においても多くの協賛金を頂戴してい

ます。 

 今年度においても橋本市区長連合会にご協

力いただき、７月はじめには市民の皆さまに

対し市民協賛金へのご協力をお願いさせてい

ただく予定となっています。 

 また、企業協賛金については、橋本商工会

議所及び高野口町商工会の協力を得て、６月

下旬に会員様宛てに企業協賛金への協力依頼

文をダイレクトメールで発送していただく予

定となっております。 

 その後、協賛金の状況を把握した上で、７

月下旬には概ねの企画内容を最終決定する予

定となっています。 

 また、今回の運営主体の公募において応募

がなかったことに伴い、人員が不足すること

が想定されますので、現在ボランティアスタ

ッフを多数募集しているところです。 

 昨年度の紀の川橋本サマーボールは約６万

人の来場者が訪れ、大きな事故もなく盛況裏

に終えることができましたが、想定以上の来

場者が訪れたことによりトイレの数が不足し

たことなど、会場内外で混乱する場面が多く

見受けられました。 

 紀の川橋本サマーボール実行委員会として、

これらの課題を改善し、本年度開催される紀

の川橋本サマーボールが昨年同様に事故等な

く盛況裏に終えることができるよう尽力して

まいります。 

 なお、来年以降の開催については、今年度
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の実施状況を踏まえ、改めて検討していきた

いと考えていますので、ご理解、ご協力のほ

どよろしくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君、再質問

ありますか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）ありがとうございます。

部長、男前なんやから、もっと早う読んでよ。

しゅっと行こうよ。 

 ちょっとホームページとかも見たら、ん、

と思うところあるんやけど、心配なところあ

るんやけども、そこは置いておいて、まず最

初に伺いたいんですけども、事故なく、現状

維持への取組みというのがまず大事やと思い

ます。 

 残念な結果ではあるんですけども、市が主

体となるようですが、６万人の来場者数の予

定で、前回より交通アクセス、トイレなどな

ど、気配りなどなど、強化できるんですか。

大丈夫ですか。せなしゃあないとかそういう

話なんですか。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。 

 せなしゃあないと言われればそうなんです

が、やっぱり前回、サマーボールを実行した

中でのご意見として、いろんなご意見を頂い

ている中で、そこはやっぱ改善しないといけ

ないなというのは感じております。 

 なので、こちらの安全対策等につきまして

は、しっかり多数の目で確認しながら進めて

いきたいというふうに考えておりますので、

ご協力よろしくお願います。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）最終的には終わりよけ

れば全てよし、そこがイコール事故なく安心

にできたということを強く言いたいので、ち

ょっと失礼なこと言うたら謝ります。気づい

てほしいから言うとるんで、経済推進部に文

句あるわけではございませんので。 

 過去の、何代前か忘れましたけど、シティ

セールス課長。今は教育総務課長ぐらいにお

るんかな、この後ろぐらいにおると思うんや

けど、今日は、さっき質問しとるから。過去

の答弁で、これ予算委員会か決算委員会やと

思うんですけど、これ市で実行するのか、い

けるのかという話を過去にしたことあるんで

すけど、彼は、市で実行するのは不可能です、

民間に頼らんとやっていけませんと確かに答

弁しとると思うんです。何月何日のどこと言

われたら出せれへんねけど、多分言うたと思

うんです。 

 割と皆さん記憶に新しいと思うんですけど

も、それについての整合性は、部長、どない

思いますか。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。 

 確かに、私もおっしゃられる方に確認しま

して、そういう答弁もあったというふうには

確認しています。現状を捉えまして、当然、

もともとなぜ市でしなくなったか、紀の川ま

つり、カッパまつり等を市でしなくなったの

かというのは、市民祭りの在り方というのを

検討した結果、その検討会において、平成24

年10月に答申を頂いているんですけど、その

中で、やっぱり事務局体制というのは市民協

働で進めなくてはいけないと。 

 そんな中で、この答申のところを読むんで

すが、祭り本来の目的というのは、「市民や各

各種団体の連携と地域社会の活性化にある祭

りは、非日常をつくり上げていく過程におい

て市民相互のネットワークが形成されるもの

であり、やがてまちへの思いが日常のまちづ

くりに反映されていく。行政が祭りの実行委

員会事務局を担うことにより、行政がその役
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割と責任の大部分を担わざるを得なくなり、

本来の祭りの目的から遠ざかっていく傾向が

見られる」ということでの、事務局体制を外

に出していこうというところだったというふ

うに確認できております。 

 今回、そうは言うても、当初予算でサマー

ボールの実行委員会に対する補助金、附帯決

議がつきながらもご承認いただきまして、執

行していかなあかんという中で一生懸命公募

はしたんですが、やっぱりその先におる市民

が今年も祭りをしてほしい、花火が見たいと

いう思いがありましたので、臨時措置的、緊

急措置的に今年は市において事務局をさせて

いただくということでさせていただくと、そ

ういうことになっております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）吐いた言葉をどうのこ

うのではなくて、こういう結果になっとるん

で、市民が楽しみにしとるんで、過去との整

合性は別にして、やりますということですよ

ね。そういう話ですよね。 

 それは美しい話やと思いますし、市民が望

んどるんやったら、それもやむを得ないとは

思うんです。一定の理解をするんです。 

 教育委員会の次に、僕は経済推進部がオー

バーワークだと僕の調査では思ってございま

す。子どもまつりも近いですし。日にち近い

ですよね。マンパワー不足というのは大丈夫

ですか。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。 

 まず、オーバーワークになっているかどう

かにつきましては、当然、実行委員会形式で、

主体事業者がやってくれていたときと今とど

うやと言われると、確かに業務量としては増

えるというふうに考えております。 

 それをどういうふうに解消していくかとい

うことになるんですが、まずはやっぱり、ボ

ランティアを雇ったらええんかという話にな

るんですけど、それは一つとして、当日、前

日、その翌日のところはボランティアで募集

していこうと思うんですが、やっぱり問題は

企画段階、計画段階でオーバーワークになる

ということが予想されますので、これはもう、

業務量、事務量が増えることに関しては、そ

こは今年は頑張ってということになるんです

が、ただ、例えば意思決定とかそういうとこ

ろについてはしっかりと私のほうでさせてい

ただきまして、できるだけ業務量というか、

オーバーワークにならないようにしていきた

いと思いますので、ご理解よろしくお願いし

ます。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）その意思決定等とかそ

ういうのはやっぱり、壇上で言うたとおり、

これ実行委員長というのが公募なのか、何と

いうんかな、推薦なのか立候補なのか、おる

わけでしょう。 

 実行委員長に後でちょっと一言伺いたいの

で、端的に行きます。ボランティアが足りな

いときどうするのか、企業協賛金は例年どお

り頂けると思っているのか、二点お願いしま

す。端的に。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）ボランティア

は今のところ募集しておりますが、結果は今

のところ分かりませんが、集めるにあたって

は一生懸命やりたいというふうに思っており

ます。 

 企業協賛金が集まる予定かどうかにつきま

しても、今は去年どおり取らせてもらってい

るというのが現状なんですけども、企業回り、

思い当たるところにつきましては足を運んで

ということで、できる限り得られるようにや
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っていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）今議会は補正予算とか

があんまりないので、サマーボールに金は足

りるのかなと思うんですけど、ちょっとここ

で飛んで、財政課長にお伺いするんですけど、

当初予算額、附帯つくつけへん関係なしなん

ですけど、1,300万円の補助金、補助金とはと

いう話なんですけど、これは単純に民間に対

する、サマーボールをしておくれよというの

が補助金やと思うんですけど、このお金の色

というのは行政が使えるものなのかなと。 

 使うたらあかんと言ってないですよ。市民

がいいと言ったら使ったらええんやろうけど、

この基本的なお金の色というのは、財政課長、

ちょっと勉強させていただきたいんですけど。 

○議長（森下伸吾君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）紀の川橋本サマー

ボールは、市だけではなくて民間の団体や企

業も参加した実行委員会に市もメンバーとし

て参加することで、アイデアを出し合ったり

自主性を発揮しやすい組織として実施される

ものと考えております。そのため、補助金と

して支出することが適切であると考えており

ます。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）そうですか。分かりま

した。ほな、それはそれでいいでしょう。 

 次、来年度の予算はまた同じように計上す

るんですか。1,300万円。価格高騰とかそんな

んが上がれば別なんですけど、1,300万円同等

の、来年度当初予算に計上する、要求する意

欲はありますか。 

 また、今回、プロポーザル、附帯決議がい

つまで継続するのか知りませんけど、今年度

の附帯決議ですけど、そのルールにのっとっ

て、このサマーボールが終わったらまた公募

するんですか。お願いします。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

○市長（平木哲朗君）来年の件につきまして

は、答弁でも申しましたように、検討すると。

一旦、やるかやらないかであったり、やり方

とか、それを検討しようかなと。それを市民

の皆さんの声も聞いた上で、実行していくの

かということにしようかなと。 

 ひょっとしたら、もう来年は予算ついてな

いかも、新年度予算を出すときにはついてな

いかもわかりません。市としても、市がもう

このように直接やるというのは非常にしんど

い事業なので、多くの職員の応援も来てもら

わんとできへんというのもありますし、運営

の仕方も、企業協賛金、区・自治会の協賛金

も含めて、その金額に合わせたことも、縮小

もあり得る。 

 やっぱり花火代も上がる、人件費も上がる

ということで昨年の予算よりは厳しいかもわ

からんので、補正は打ちませんので、そこに

ついてはしっかりと精査しながらやっていく

ので、来年のことはまた改めて報告をします。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）市長、ありがとうござ

います。 

 経済推進部長でもよかったんですけど、要

は、来年のことは来年考えますと。今は答え

られませんという答えが僕は欲しかったんで

す。だから、それでいいと思います。市民の

声を聞いて判断するというのは一番ベターな

のかなと思います。 

 お待たせしました。実行委員長に就任され

た副市長、何か、どうですか、意気込みとい

うか何か、サマーボールに対して。今年度限

りかもわからないので、何か。 

○議長（森下伸吾君）副市長。 

○副市長（小原秀紀君）発言の機会を与えて

いただきまして、ありがとうございます。 
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 ６月５日の実行委員会で実行委員長に選出

されたんですけれども、まず最初に、今まで

紀の川橋本サマーボールの運営にご尽力いた

だいて、昼夜問わず本当に頑張っていただい

た、みらい橋本会の会長、それと会員の皆さ

まに感謝の気持ちを申し上げたいと思います。

本当にありがとうございました。 

 私、前実行委員長のような知識も経験もご

ざいませんけれども、サマーボールが無事開

催されるよう、関係団体、それと市民、ボラ

ンティアの皆さんと共に取り組んでいきたい

と思います。 

 加えて、議員の皆さまには今まで以上のご

支援、ご協力をお願いして、無事開催したい

と思いますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）どうもどうも。いい言

葉ですね。何かじんときますね。 

 ただ、実行委員長になったので、過去に対

しての感謝の儀とかは副市長の思いやりの言

葉やと思うんですけど、実行委員長になった

からには前実行委員長同等、ほんで副市長も

兼務しておられるわけですから、それ以上に

やっぱり汗かかないかんと。 

 どっちかといったら仕事できる方なので、

事務的にクールにというわけにはいかんので、

企業協賛金、頭下げに行ったりとか、いろん

な関係各位の連携に、一応名前だけ飾っとい

て、大会長平木市長、実行委員長小原実行委

員長とか、名前だけじゃなくて、やっぱり現

場へ下りてきて汗かかないかん。これが本来

の実行委員長の調整役の仕事であると僕は思

いますので、１回、泥臭いところを見せてい

ただきたいと思います。 

 そないしないと人は離れていきます。企業

協賛金も減ります。お付き合いいただいとる

方から数字で分かるのが企業協賛金でござい

ますので、そこはしっかり、しんどいところ

は職員にやらしておいたらええじゃないので、

みらい橋本会に代わる位置に、実行委員長を

筆頭に市のボランティア団体が入ったという

認識を私はしていますので。 

 あくまで僕はオブザーバーなので。協力は

しますけど、議員としても、花火を上げてほ

しいので、その辺は本気度を見せていただき

たい。やっぱり泥臭く。 

 しんどいのは経済推進部、シティプロモー

ション課にやらしといたらいいと、そんなこ

とはないと思うけども、それをやっぱり態度

で示していただきたい。１年だけなので、取

りあえず。次からまた実行委員長は替われば

いいだけの話です。そこはお約束いただきた

い。 

 感謝の儀と言うたので、僕ちょっとここで、

時間ないので軽く申し上げたいんやけど、そ

んな言葉が出ると思ってなかったので、やっ

ぱり感謝の儀をもって次へ進むというのは人

として大事なことで、やっぱり人格者やなと

思うんですけど、これ、でも、附帯決議の話

に戻るんですけど、附帯決議をつけるときに、

手を挙げてくる団体がおるからというお話や

ったんです、これ。これがまず僕はおかしい

と。 

 こないなったことはもうしゃあない、民主

主義で決まったことやからしゃあないと。ほ

んで次は市がすると。でも、やっぱりおかし

いのが、何で手を挙げてくる団体がおれへん

だんよという話なんです。市がやる云々の前

に。話が違うんちゃうかなと思うんよ。そん

なつもりじゃなかって賛成反対したのという

話なんです。 

 終わったことなので、僕、嫌われるのは全

然構わんのですけど、あんまり言うと当局側

からも議会議員側からも嫌われるのであれな

んですけど、ここが僕、矛盾なんです。あれ、
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受けとった説明とちゃうなと。 

 ほんで、もう一つ言わせてもろたら、当局

にもさらに嫌われることを言いますけど、前

の方、市長、副市長、前の経済推進部長、前

の実行委員会のときに、もうやめようかなと

いうとるときに、やってくれと頼みに行った

んでしょう。 

 何でもっと守ったれへんの、感謝の儀を述

べるんやったら。トカゲの尻尾とは言わない

ですよ。それが俺ちょっとおかしいと。 

 思いやりの心とか連携、絆、スクラム組む、

官民連携、市民共同参画、すばらしい花火を

上げるんでしょう。子どもたちのところへ足

を運んで、花火こんなんやでと、学文路、清

水のときは呼んでくれたから清水こども園に

ついていったことあります。 

 そこまでせいとは言いません。その思いや

りの定義を潰したんですよ。附帯決議つけた

から議員が悪いんや、じゃないんですよ。そ

っちもですよ。今の経済推進部長は悪うない

ですよ。でも、そういうことなんですよ。俺

はそれがちょっと納得いけへん。 

 附帯決議ついたら、もう民主主義やから構

へんですよ。市議会のせいやんでいいです。

市議会が出した結論なので責任は市議会にあ

ります、と僕は思います。でも、その前にそ

ちら側がもっとできることがあったんちゃう

んですかという話なんです。 

 仲間やったんちゃうんですか。おまえ実行

委員長をしてくれと、個々に訪れとるんちゃ

うんですかという話なんです。 

 実行委員長、答弁ください。 

○議長（森下伸吾君）副市長。 

○副市長（小原秀紀君）昨年のサマーボール

においても前実行委員長は、かなり実行委員

長をすることに対して悩んでおられました。

そういうことで、私も何度もお伺いして、説

得して実行委員長をやっていただいたという

経過がございます。 

 今回のことにつきましても、何回も実行委

員長と話をさせていただいて、あなたしかお

らないということで、かなり説得して、前向

きにいろいろ考えてくれた経過がございます。 

 そういう中で附帯決議が出て、我々もでき

るだけ前のみらい橋本会がやっていただける

ようにということで努力をしましたし、話も

したんですけれども、こういう附帯決議が通

ったということで、それに基づいて公募して

も出なかったということは非常に残念ですし、

我々も努力不足ということは本当におわびし

たいと思います。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）失礼なこと言うて、す

みませんでした。でも、それぐらいの覚悟で、

やるんやったら、行政は、花火の中心におる

のは、サマーボールに携わったシティプロモ

ーション課の二、三名はプロフェッショナル

に近いことを経験値持っています。でも、実

行委員長とあとのボランティアの人らは志で

来るので、失礼ですが、ど素人。 

 橋本市の看板を背負った花火、橋本市の経

済効果を生む花火、自慢できる花火、伊都郡

でもほんまに負けれへん、市外・県外から見

てもすばらしい花火。これを現状維持しにか

かっていかなあかんということが実行委員長

の背中に乗っとるということです。縮小して

もええやんとか、そういうことじゃないんで

す。 

 安心・安全で帰っていただく、これは経済

推進部長の仕事やと思います。ここら辺はも

う終わったらノーサイドで結構なので、やる

からにはやっぱり徹底的にやりましょうよ。

僕はできる限りは協力します。 

 ただ、いいことと悪いことの判断、反省す

べきことの判断というのは、もう前向いてい

かなしゃあないやんと、教育委員会みたいに
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なってほしくないんです。過去を振り返って、

けがのないように、事故のないように、倒れ

るオーバーワークの人がないように、経済推

進部にはそうあってほしいんです。 

 もうこれ以上申し上げることはないので、

市民が、橋本市に訪れた人が楽しいと思って

帰っていただけるように、くにぎ広場から唯

一見下ろせる花火。いい景色です。 

 経済推進部長、最後に何か言葉を頂いて、

私の質問を終わります。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。 

 すごく元気づけられる言葉です。今年のサ

マーボール、ほんまにどうしようかなという

のはすごい現場のほうでも心配を実はしてい

ます。 

 でも、頑張っていこうかというのを、そう

いう声も実際、担当課長とか担当とかは言っ

ててくれていますので、そういう思いで今年

はやりたいというふうに考えていますので、

議会の皆さまのご協力も併せてどうぞよろし

くお願いします。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君の一般質

問は終わりました。 

 この際、２時15分まで休憩をいたします。 

（午後２時00分 休憩） 

                     

（午後２時15分 再開） 

○議長（森下伸吾君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番16、２番 板橋君。 

〔２番（板橋真弓君）登壇〕 

○２番（板橋真弓君）皆さま、こんにちは。 

 今回は最後かと思っておりましたが、小林

議員があと、トリを取っていただけるという

ことで、ちょっとほっとしております。 

 それでは、ただ今、議長のお許しを得まし

たので、一般質問させていただきます。 

 今回は三点です。 

 １、災害対策について。 

 令和５年６月２日の線状降水帯による災害

で、本市においても多大な被害が発生した。

また、本年１月１日の能登半島地震など、近

年、未曽有の災害が頻発している。頻発化す

る災害に対応するため、本市の災害対策につ

いて伺う。 

 ①ハザードマップについて。 

 ②拠点避難所について。 

 ③気象防災アドバイザーについて。 

 続いて、二点目、第２期橋本市立小中学校

適正規模・適正配置基本方針について。 

 令和６年４月に第２期橋本市立小中学校適

正規模・適正配置基本方針が策定され、各小

学校において保護者説明会・意見交換会の開

催も始まっている。 

 紀見東中学校区においては、令和９年度を

目標に城山小学校へ、災害対応の面から、境

原小学校と城山小学校の統合を進めるとなっ

ている。特に、境原小学校については児童数

も増えてきており、学校と保護者、地域が協

働して子どもたちを見守り、支え、伝統芸能

の継承、学童保育など活力ある学校活動が行

われている現状がある。 

 少子化に伴い、子どもたちのよりよい学び

を保障するために学校編成や統合を進めてい

かざるを得ないことは十分理解するが、市民

協働をうたう本市の方針に逆行するのではな

いか。災害対応も含め、今後の方針について

伺う。 

 三つ目、市民の不安に寄り添ったＨＰＶワ

クチンの情報提供とキャッチアップ接種制度

の延長について。 

 令和４年４月にＨＰＶワクチンの積極的勧
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奨が再開され、およそ２年がたち、キャッチ

アップ接種も本年度末に３年間の期間限定措

置が終了となる。 

 これまで個別通知による情報提供は実施さ

れているものの、接種率は十分に伸びておら

ず、依然として健康被害への懸念が接種の妨

げになっていることが分かった。 

 過去にＨＰＶワクチン接種後に起こったと

報道された多様な症状は、その後の調査の結

果、ＨＰＶワクチンとの因果関係が証明され

なかったが、このことのほとんどは接種対象

者や保護者には伝わっていない。 

 接種率の向上には対象者の不安の払拭が不

可欠だが、不安を抱えたままＨＰＶワクチン

接種をためらっている方が多くを占める中で、

現在行われているキャッチアップ接種は令和

６年度末で終了となる予定である。 

 このままでは、正しい情報が十分に伝わっ

ていないことが原因で接種を決断できていな

い未接種者が多く残ったまま、制度が終了さ

れてしまうことになる。本市の現状と今後の

対応について伺う。 

 ①本市のＨＰＶワクチン接種の現状につい

て。 

 （１）積極的勧奨の再開についての市民へ

の周知方法について。 

 （２）接種状況は。年代別接種率は。 

 （３）本市でもこうした健康被害に対する

心配の声はあるのか。 

 （４）市民の不安に寄り添った情報提供は

できているのか。 

 ②今後の対応について。 

 （１）キャッチアップ期間の延長について

の考えは。 

 （２）接種率向上への対策は。 

 以上三点を私の壇上からの１回目の質問と

させていただきます。ご答弁よろしくお願い

申し上げます。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君の質問項

目１、災害対策に対する答弁を求めます。 

 危機管理監。 

〔危機管理監（大岡久子君）登壇〕 

○危機管理監（大岡久子君）災害対策につい

てお答えします。 

 まず、一点目の、ハザードマップについて

ですが、市民が本市における土砂災害等のお

それがある区域を一見して分かるように地図

化したもので、自らの避難を考え、地域の防

災力向上に取り組まれることを目的に、令和

２年に作成し、各戸に配布しました。 

 記載内容は、拠点避難所などの基本的な情

報のほか、土砂災害警戒区域、砂防指定地及

び紀の川浸水想定区域を色分けして明示して

おり、これらの地図情報とともに、土砂災害

や風水害の基本的な情報、災害時の非常持ち

出し品等をメモできる項目など、防災や避難

に関わる情報を網羅したものとなっています。 

 このハザードマップは市ホームページに掲

載するとともに、市の窓口での配布並びに市

が行う防災講話などでも活用し、市民への防

災意識への啓発に努めています。 

 次に、二点目の、拠点避難所についてです

が、本市では地区公民館や各小・中学校など

43箇所を避難時の拠点避難所として指定して

います。 

 これらの拠点避難所の開設については、風

水害時には、土砂災害や河川の氾濫等による

浸水被害が想定される区域内にある拠点避難

所は開設しないこととするほか、地震が発生

した場合には拠点避難所の建物が倒壊するお

それがないか等を確認した上で開設するなど、

災害の種類や程度に応じて開設判断をするこ

ととしています。 

 次に、三点目の、気象防災アドバイザーに

ついてですが、気象防災アドバイザーとは国

土交通大臣が委嘱する気象防災のスペシャリ
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ストで、和歌山地方気象台に確認したところ、

和歌山県を活動のエリアとして気象台の元職

員の方など数名が登録されているとのことで

すが、和歌山県内での活動実績はまだないと

のことです。 

 本市におきましては現在、和歌山地方気象

台とのホットラインを構築しており、本市の

ピンポイントの気象状況や今後の見通し、警

報等の発令のタイミングなど、きめ細かな情

報を頂き、気象台の方にアドバイザーの役割

を担っていただいている状況です。 

 気象防災アドバイザーの活用につきまして

は現時点では考えておりませんが、今後、自

主防災組織などを対象とした気象防災講座の

講師をお願いするなどの啓発事業において、

気象台と相談してまいりますので、ご理解い

ただきますようお願いします。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君、再質問

ありますか。 

 ２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ご答弁ありがとうござ

います。 

 まず、ハザードマップについてです。 

 これは令和２年度作成の、私、紀見地区に

住んでおりますので、紀見地区のハザードマ

ップです。このハザードマップ、今さっきの

説明にありましたように、全部広げると、こ

んなふうに紫色の塊になっておりまして、避

難所等、警戒レベルなど、様々なことを載せ

ていただいております。これ１枚があると、

かなり安心だと思っております。 

 そこで確認ですが、ハザードマップの活用

については、もしも自宅が警戒区域にかかっ

ている場合、警戒区域にかかっていない人よ

りは早めの避難を心がけるなど、自分自身の

避難に役立てるためにあると思いますが、そ

の認識でよかったでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（大岡久子君）議員の言われる

とおり、このハザードマップを見て、ご自宅

が警戒区域にかかっている場合は災害の危険

性が高いと認識していただき、日頃からご自

分の命はご自分で守る、そのための備えや訓

練に参加するなど、防災意識を高めていただ

くために役立てていただければというふうに

思います。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。 

 警戒区域にかかっていても、昔から住んで

いるので、逃げるというか引っ越したりする

わけにもいかないので、やっぱりこのマップ

を利用して、いち早く避難をするという、防

災意識を持って避難をするというためにこの

ハザードマップがあると思います。 

 そこで、令和２年５月に全戸配布されたハ

ザードマップ、避難所一覧が掲載されている

んですけれども、この図によりますと、風水

害時に避難所が開設されない小・中学校など

の学校施設はペケ印、真ん中のほうに、先ほ

どもあったんですけど、小さい丸とかペケと

かで表されておりまして、特に学校施設に関

してなんですけれども、ペケ印では橋本中央

中学校、高野口小学校、きのかわ支援学校と

なっており、以前より川沿いで土地が低くて

つかりやすいという状況は理解しておりまし

て、分かるんですけれども、この一覧表には、

紀見北中学校と境原小学校は風水害時、地震

いずれも避難所開設は丸となっております。 

 土砂災害特別警戒区域にかかっているとい

うことで危険ということは聞いておりますが、

避難所指定が取り消されたという認識の住民

も少なくはありません。正しい情報はどうな

のか。 

 大雨警報で土砂災害が起こる危険性がある

場合は開設しないということが一覧表には反

映されていない。この点については、橋本市
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のホームページには三角印で記載があるとの

ことですが、探してみたんですけど、なかな

かその記載にたどり着けないので、その点を

ちょっと、私みたいな人がいてると思います

ので、改善してはどうなのかということでお

伺いいたします。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（大岡久子君）現在、紀見北中

学校と境原小学校につきましては、土砂災害

警戒情報が発表された場合には避難所として

は開設は行いません。ハザードマップでは避

難所開設の欄が丸となっているという件でご

ざいますが、答弁でもお答えいたしましたが、

現在お配りしていますハザードマップは令和

２年に作成されたものでありますので、既に

お配りしたものにつきましては、それ以降の

情報の変更等が反映できていません。 

 ハザードマップ作成以降に拠点避難所の位

置や施設等について変更があった場合には、

対象の区・自治会にチラシや回覧のご協力を

いただき、周知はさせていただいてあります。 

 なお、災害種別による拠点避難所の開設に

つきましてはホームページに掲載をしていま

すが、先ほど議員のおっしゃられたとおり、

見つけにくいという声も頂いているのは事実

でございますので、改善していきたいと考え

ています。 

 また、窓口で現在、在庫分を配布している

状況でございます。その分につきましては、

訂正シールを貼り付け、修正した形でお渡し

しています。 

 国の制度改正に伴いまして、令和７年度に

はハザードマップ自体の更新作業も計画をし

ておりますので、その際には最新の情報を反

映させていきたいと思っています。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

次回はきっちりと反映されるということで、

待っております。 

 境原小学校及び紀見北中学校が避難所とし

て開設されるという条件と、また、その周辺

地域の住民には正しく周知されているのかど

うか、教えてください。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（大岡久子君）境原小学校及び

紀見北中学校が避難所として開設される条件

についてですが、風水害が想定される場合、

両学校ともその一部が土砂災害警戒区域にか

かっていることから、土砂災害警戒情報が発

表された場合以外は開設いたしますが、市内

全ての指定避難所を一斉に開設するものでは

なく、雨の程度等により段階的に避難所を開

設するなど、そのときの状況により判断する

こととなります。 

 また、その周知についてですが、避難所を

開設する場合や、避難指示、災害のおそれが

ある場合などは、防災はしもとメールや橋本

市公式ＬＩＮＥ、防災行政無線、市のホーム

ページなどで周知をしてまいります。ですの

で、市民の皆さまも、警報発令時等は意識を

して正しい情報を得るよう努めていただきた

いと考えます。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

土砂災害警戒情報が発令された場合以外は開

設するということで、よく分かりました。 

 それでは、土砂災害特別警戒区域というこ

とですが、どれぐらいの危険があるのか。 

 また、土砂災害警戒情報の発表基準という

のはありますか。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（大岡久子君）土砂災害特別警

戒区域がどのぐらい危険があるかということ

についてですが、土砂災害が発生した場合に

は、建築物の損壊が生じ、住民等の生命また

は身体に著しい危害が生じるおそれがあると



－183－ 

されています。 

 また、土砂災害警戒区域の発表基準につい

てですが、大雨警報発表後、土砂災害の危険

性が高まったときに発表されるもので、土壌

中にたまっている水分量である土壌雨量と降

水量から数値化した土壌雨量指数など、一定

の専門的な基準に基づき、和歌山県と和歌山

地方気象台が共同で発表いたします。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）数値化された土壌雨量

指数とか専門家の基準があるということなん

ですけれども、素人判断で、目安として１時

間に何ミリとかもよくテレビとかでもやって

いると思うんですけど、１時間に何ミリの雨

がどれぐらい、何時間ぐらい続いたら崩れる

のかというか、線状降水帯の発生とかなんか

で、ばっと降り続いたときにどれぐらいで崩

れるのかというのは分かりますでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（大岡久子君）土砂災害の多く

は何日か続く長雨やにわか雨などの急な強い

雨のときには発生しやすいと言われています。 

 土砂災害の発生は現地の地形や地質、植生、

土地の利用状況など様々な要因に左右される

ため、発生箇所や時期を予測することは困難

です。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。 

 では、ここで境原小学校と紀見北中学校の

ハザードマップを画像で確認したいと思いま

す。 

 画像、よろしくお願いします。 

 これが紀見北中学校で、この紫の部分が特

別警戒区域ということになっていると思いま

す。校舎の西側が危険ということです。 

 境原小学校です。地元なので、これはどっ

ちが北かは分かります。北側の校舎の下の斜

面のところと、あと体育館の横の山というか、

がちょっとおぶさっているということで、そ

こが危険区域ということになっていると思い

ます。 

 土砂災害特別区域にかかっているというこ

とですが、これがどれぐらい危険なのか、崩

れてくる可能性はということで、紀見北中学

校と境原小学校について、教育委員会、お願

いします。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）コンサルタントに

よります現地調査を行いました。紀見北中学

校につきまして、西側斜面は、昨年６月に崩

壊が発生した斜面をはじめとしまして、谷側

斜面内に崩壊跡地及び崖錐の分布が認められ

ました。また、尾根方斜面につきましても崩

壊跡地が見受けられるという結果があります。 

 崩壊跡地は昨年の崩壊と同じ程度の規模で

あったことから、今後も同程度の規模の崩壊

が発生する可能性があると考えられるという

結果です。 

 北側の渓流につきましては、流域中に多数

の崩壊跡地と、それらの崩壊土砂が堆積して

形成された崖錐堆積物、土石流水が認められ、

主渓流にはガリーと呼ばれる、雨水によって

浸食された溝が確認されたことから、今後も

同じ程度の崩壊や土石流が発生する可能性が

あると考えられるという結果です。 

 境原小学校につきましては、体育館、プー

ルに隣接する東側斜面には崩壊等の災害が発

生する可能性があると考えられるという結果

です。校舎の北側斜面は、敷地の下のほうの

斜めの崩壊となるため、崩壊土砂が学校敷地

に直接影響はないということと、岩盤の上に

校舎が建てられたことが想定されること、斜

面と校舎には一定の隔離があることから、大

雨において校舎の崩壊等の被害が生じるよう

な大規模な崩壊が発生する可能性は低いとい

う調査結果になっておるんですけども、ただ、
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大規模地震等の災害の可能性はゼロにするこ

とは難しく、絶対に大丈夫とは言えないとい

う見解でございます。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）紀見北中学校は前回の

大雨で崩れた、崩壊したというようなことが

あります。境原小学校はまだそういうことは

ないんですけれども、そこで、紀見北中学校

に対する対策みたいなことというのは、何か

考えておられますでしょうか。境原小学校も。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）来年度の当初予算

で、紀見北中学校につきましては対策の設計

の予算を要求していきたいなと教育委員会の

ほうでは考えております。 

 境原小学校につきましては、ハード対策を

行う方針ではございません。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）失礼しました。 

 境原小学校につきましては、適正規模・適

正配置の基本方針と合わせまして、学校再編

と合わせていきますので、ハード対策は行わ

ない予定でございます。 

 北側につきましては、ハード対策の施しよ

うがない、大規模な改修となるため、対策は

考えておりません。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）北側の斜面ということ

ですか。北側と今おっしゃいましたか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）失礼しました。 

 北側も東側斜面も、双方でハード対策は行

う予定ではございません。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）適正規模・適正配置に

ついては後ほどお伺いしますので。 

 境原小学校については先日、10番議員の質

問に対して教育委員会の見解としては、ソフ

ト面で対処できるのでハード面の対策はしな

いとのご答弁だったと思います。 

 繰り返しになりますが、現在、境原小学校

は土砂災害の危険があるとき以外は拠点避難

所として開設されるとのご答弁を先ほど頂い

ておりますので、地域住民、特に高齢者等が

歩いて避難できる場所にある境原小学校が避

難所の機能を担っているということは、先ほ

ど確認したとおりでございます。 

 線状降水帯が梅雨前線と重なり、昨年のよ

うな状態になった場合は、早い段階で避難所

開設はしないという判断ができますし、必ず

しも土砂災害が起こるというわけではありま

せん。 

 例えば授業中に地震が起こり、仮に体育館

にいた場合は、すぐにソフト対策ということ

で、すぐに運動場に出るなどの避難行動で対

処するということでよかったでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

○市長（平木哲朗君）境原小学校、皆さんハ

ード対策、ハード対策と言われるのでお答え

しますけど、やはり、上から落ちてくる分は

何らかの方法で止められる。どれだけのもの

が必要なのかというのはあるんですけど。 

 ただ、下から崩れる部分に関してはなかな

か対策というのが見つからないですし、行政

というのは予防に対するハード事業というの

がまずないので、そして、技術的にもそこの

部分については非常にややこしい、問題も難

しいというところで、ちょっと下は難しいな

と。 

 紀見北中学校の場合は校舎を撤去すること

ができなくて、あの校舎で土砂が止まる計算、

ハザードマップになっているので、そこを撤

去することができへんので、一度、上の土砂

の量とかやって、いっぺん止めるようにして
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みようかというところ。 

 本当は義務教育学校みたいなのを全部集め

てやりたかったんですけど、それは莫大なお

金がかかるので、できなかったということ。 

 境原小学校については拠点避難所からの変

更も考えていこうかなと。逆に、小峰台に関

したら、逆に学校へ行くより家でおってもろ

たほうがそういう災害はないかなと。逆に学

校へ来るほうがリスクがあって、もう家でお

ってもろたほうが、あの地形上そんなに問題

ないのかなというふうにも思います。 

 やはりなかなか、境原小学校のハード対策

のハードルはかなり高いということをご理解

いただきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ハード対策については

難しいということで、ソフト対策、十分に学

校の先生方、配慮していただいて、子どもた

ちの安全についてはやっていただいていると

思います。 

 ですので、次、三点目の再質問に入らせて

いただきます。 

 ここで、気象防災アドバイザーについてと

いうことで、また画像のほうをお願いします。 

 気象防災アドバイザーについて、これは公

明新聞に掲載された分なんですけれども、去

年６月２日の記録的な大雨で気象防災アドバ

イザーが活躍したという、愛知県豊田市の記

事です。 

 国のほうでも2017年、気象防災アドバイザ

ーについては、頻繁に起こる気象変動、異常

気象ということで、36県・市区町で22年度か

ら導入されているということで、ここに書い

ているのは、だいたい気象庁のＯＢなんかが

担っておられるんですけども、2017年に運用

が始まって、191人、今、委嘱を受けてやって

おられます。 

 22年度には29人が36県・市区町で活躍され

ておりまして、地方局アドバイザーが現在は

すごく足りていないということで、気象庁は

24年度まで、今年度までに各都道府県５人以

上の配置をめざすとしております。 

 現在、県内には気象防災アドバイザーは何

名いるでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（大岡久子君）和歌山地方気象

台に確認をしたところ、現在、登録者数は４

人とお聞きしています。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）４人ということで、目

標は５人ということなんですけれども、まだ

活用されてはいないということで、今、ホッ

トラインがつながっているということで、迅

速な本当に判断をされているので、日頃から

も危機管理の出す警報といいますか、が素早

く出されているなということで、気象防災ア

ドバイザーについては今のところ何か、いけ

てるんかなというような、個人的には思うん

ですけども、市民向けの啓発講座などで平時

からの対応をぜひともお願いしたいというこ

とで、今後やっぱり日頃の訓練とか気象とか

防災についての知識なんかは市民が持ってお

くべきだと思いますので、今後、県内にアド

バイザーが増えた場合に、その活用をされる

お考えはありますか。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（大岡久子君）答弁でもお答え

しましたが、今後、活用の機会については検

討していきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）一昨日、昨日と大雨警

報等で危機管理室は第一線で災害対策にあた

っていただいて、本当に感謝しかありません。

引き続き橋本市の災害対策をよろしくお願い

いたします。 

 これで、一つ目は終わります。 
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○議長（森下伸吾君）次に、質問項目２、第

２期橋本市立小中学校適正規模・適正配置基

本方針に対する答弁を求めます。 

 教育部長。 

〔教育部長（岡 一行君）登壇〕 

○教育部長（岡 一行君）第２期橋本市立小

中学校適正規模・適正配置についてお答えし

ます。 

 第２期橋本市立小中学校適正規模・適正配

置については、３番議員、５番議員、９番議

員、10番議員にも答弁しましたが、現在、境

原小学校を含め、学校再編の対象校の保護者

説明会・意見交換会を順次開催しており、様々

なご意見やご質問を頂いているところです。 

 議員おただしのとおり、境原小学校は現状

では児童数が増え、学校と保護者、学校と地

域が根強く結びつき、学校を地域の文化・交

流の活動拠点とした取組みがなされています。 

 市民協働をうたう本市の方針に逆行するの

ではないかとの議員からのご指摘については、

伝統芸能や学童保育など活力ある学校と地域

の協働が今も継続実施されていますので、ど

のようにつなげていくか、関係者と協議いた

します。 

 また、災害対応についてですが、境原小学

校の北東側斜面の山と北側斜面の谷には大雨

による土砂災害特別警戒区域が設定されてい

ます。山側についてはハード対策に一定の期

間を要することや谷側は特に対策が難しいこ

と、また、地震等に対するリスクを完全に排

除できないことから、子どもたちを災害のリ

スクから守ることを第一に考えました。 

 紀見東中学校区においては、保護者や地域、

関係者の皆さま方との意見交換を行いながら、

令和９年度を目標に境原小学校と城山小学校

の統合を進める方針ですので、ご理解いただ

きますようお願いします。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君、再質問

ありますか。 

 ２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）画像のほうをよろしく

お願いします。 

 これはこの間の説明会で教育委員会が用意

していただいた基本方針ということで、ここ

にもありますように、先ほどご答弁にもあっ

たんですけども、隅田中学校区と紀見東中学

校区は９年度をめどにということで、橋本中

央中学校区は10年度、紀見北中学校区は11年

度を目標に統合の基本方針ということになっ

ております。 

 そして、これは特に紀見東中学校区に注目

していただきたいんですけれども、見ていた

だいたら、黄色の一番下の部分が境原小学校

で、真ん中の緑色のが城山小学校で、一番上

が紀見小学校ということで、境原小学校はも

うほんまにやっぱり増えていっているんです。

令和12年度にはそこが逆転するというか、ち

ょうど同じぐらいの形になっていくというよ

うな図になっております。 

 ということで、結論から申しますと、昨日、

３番議員の提案にもありましたように、リス

クを減らすために、３年というスパンがどこ

から来ているのか。小学校は６年生なので、

６年間のスパンというのが一番いいのではな

いかというふうに思います。 

 これを見ても、ちょうど12年度ぐらいが減

っていくということなので、心情的にも何か

増えていっているときにもういきなり解体み

たいな形になるのは一番もう心理的にはつら

いし、地域の住民のやっぱり気持ちを折ると

いうような意味もあると思いますので、その

辺りについて、３年というスパンは私はどう

してもちょっと納得がいかないですし、今回、

新しい１年生の入学前に周知すべきだったの

ではないのかなということで、入学してから

３年後に統廃合やでということを聞かされた
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親も、子どももですけども、ショックという

ことで、やっぱりその辺の準備不足というと

ころは否めないのではないかというふうに思

います。 

 また、逆に、広報で正式発表の前に統合の

情報がもれていたということも、二、三、住

民の方からは聞いております。そういうこと

で、子どもたち、それを聞いた保護者たちが、

かなりの動揺、混乱があったと思います。 

 やっぱり計画的にも、時間的にも無理があ

るのではないでしょうか。その点について、

どう思われますか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）隅田と紀見東の中

学校区につきましては、児童数の推移や災害

対応の面から、３年先の令和９年度再編の最

短目標値と設定しています。 

 ３年の根拠なんですけれども、方針の最終

決定にはやはり１年、それから、再編後の詳

細を進めていく作業にも２年ということで、

３年という最短の目標を設定しています。そ

れ以上は難しいと考えております。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）どう難しいのでしょう

か。今現在、保護者とか地域の方々のご意見

を聞いていただいているところやと思うんで

すけども、やっぱりそこにはすごく時間を要

するのではないでしょうか。 

 それは、これからの方針というのはある程

度固めてはいかないといけないとは思うんで

すけれども、その辺のところ。 

 あと、何度も繰り返しになるんですけども、

今の３年というのが、一応目標としていると

いうふうに答弁にはあったんですけども、そ

れがもうちょっと延びるというようなことと

いうのはないんでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）いろんな議論を保

護者の方や地域の方とさせていただく中で、

境原小学校につきましては災害対応というと

ころがどうしても回避できないので、現状と

しましたら、最短目標値が計画をめざす年度

になろうかなというふうに考えています。 

 ただ、議論において、様々な中学校区であ

りますので、必ずしもということでしたら、

そこは柔軟に考えるところが出てこないとも

限りません。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）災害対応というふうに

今おっしゃったんですけれども、令和３年に

土砂災害特別警戒区域に指定されています。

今は令和６年度ですよね。その３年間、前の

保護者説明会でもあったと思うんですけれど

も、その３年前に出ていったときには言わん

と、それから３年たって、説明会も含めて対

処すべきというふうに保護者も言っておりま

した。そのときに教育委員会の回答としては、

ソフト対策でということの回答だったと思い

ます。 

 私自身も先ほど、災害対策についてソフト

対策でやっていくということで理解しました

し、避難所としても現在開設する形になって

いるということで、令和３年から今までの３

年間、ソフト対策で対処してきております。 

 ところが、令和６年になって、今年度にな

って、基本方針の策定、災害を理由に学校再

編を３年でという方針になっています。先に

学校再編ありきで、後から災害を理由に３年

間で学校再編を推し進めているのではありま

せんか。 

 令和９年度までの３年間もソフト対策でハ

ード対策はできないとの方針なら、災害対策

のための学校再編を３年で行う根拠にはなら

ないと思います。 

 まず、次の説明会で、その部分においても
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保護者はすごく不安に思っておられると思い

ますので、調査をかけているとかというよう

なこととか、ソフト対策も安心ですよという

ようなことというのは、次の説明会は必ず災

害に対する保護者の不安を払拭すべきという

ふうに思います。 

 そして、さらに加えて言うならば、３年間

ソフト対策をやっているんだから、あと３年

延びてもソフト対策をやっていったらいいん

じゃないんですか。その点についてお答えく

ださい。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）最短目標３年とい

う間も、同じようにソフト対策は継続してい

きます。また、２回目の保護者説明会には、

今、議員おっしゃられたところを含めて説明

させていただきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ぜひともその点をお願

いいたしたいと思います。 

 次の質問に移ります。５番議員の質問と重

なりますが、再度お聞きします。 

 教育委員会が考える望ましい学校規模とい

うことで、小学校は１学年２学級以上として

いますが、境原小学校についてはもともと小

規模校ということで、長年１学年１学級、一

人ひとりにきめ細やかな教育で、全職員が全

学年の子どもたちのことを分かってくれてい

るという、いい部分がすごく、小規模学校な

らではの良さがあると思うんですけれども、

１学年２学級以上というその方針に変わりは

ありませんか。 

 小規模は、悪いということではないんです

けども、１学年１学級でもよいのではないか

と私は思っているんですけども、その点につ

いてお聞かせください。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）それぞれの地域へ出

向いていって、保護者の皆さんのご意見を聞

かせていただく中で、３番議員も少し触れて

いただいていたんですけれども、それぞれの

学校によって、規模の大小にかかわらず、子

どもたちと地域とが一緒になって良い教育を

してくれているというようなご意見を聞かせ

ていただいていることというのは、私自身も

すごくうれしく思っております。 

 それはなぜかというと、今、橋本市として、

地域の人たちの力を借りながら、子どもたち

の教育にいろんな人が関わってもらいながら

子どもたちを育てていこうというような取組

みが各地で行われていて、それの一つの現れ

かなと思っているからです。 

 今回、複数学級がいいというような方針を

説明会のときに説明させていただいておるわ

けなんですけれども、これまでの教育研究の

中でも、学級数がどうやとか１学級の人数が

どうやとかという、いろんな研究がされてご

ざいます。少ない人数の中でも十分効果を出

しているという研究成果もあります。これは

もう当然あります。 

 けれども、一方で、そうでないという研究

結果もあったりして、いろんな要素が関わっ

ているので、そういった両方ともの研究結果

が出ております。そういうのはクラスサイズ

パズルというような表現もされていて、いろ

んな要因が関わっているからこそ、両方の結

果が出ていますよと。 

 その要因としてどんなことが考えられるか

ということで、いろいろ挙げられている中に

は、学年学級数が少なくなると、教師間で授

業づくりや指導方法、教材研究についての話

合いを行う頻度が少ない傾向が示された研究

とか、また、全国学力・学習状況調査におい

ては、教科の学校平均正答率が高い学校は、

低い学校と比べて学習指導や評価の計画にあ

たり教師間で話し合う頻度が高い学校が多い
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と示されたりしているというような結果もあ

ります。というのは、一定の教師集団が必要

やというようなこともあるわけなんです。 

 また、学年学級数の編制の違いが教師の教

材研究等の取組みにも違いをもたらして、教

師の指導力や学級経営力の向上につながり、

ひいては児童生徒の学力にもつながるという

ような、そんな結果もあります。 

 また、少し長くなるんですけども、これも

伝えさせてください。保護者アンケートを検

討委員会でしていただいた際にも、一定数の

学級数がある学校については、学校に対する

課題と思っているところの項目で、子どもの

間の人間関係のことなんかを心配するという

ような、あと幾つかあったんですけれども、

そういったこともあります。 

 ですから、そういった両面から、複数学級

があることのほうが望ましいというような答

申結果、そして研究成果等も踏まえた上で、

私たちはそのことを進めているというふうに

ご理解いただきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）だんだん時間がなくな

ってきて、すみません。 

 送迎バスについて、これまでの答弁で、２

キロ以上の児童に対して、バス代は市負担で、

民間バスや路線バスを利用するということで

したけれども、バス代はどれぐらいを想定さ

れているのか。 

 また、学童保育への送迎も行うというふう

に以前お聞きしたんですけれども、その点の

費用対効果といいますか、その点も算出して

おられますでしょうか。どれぐらいというよ

うなことは。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）費用の算定までは

正直できていないんですけれども、もしスク

ールバスの運行または路線バスの利用という

のにあたりましては、保護者負担は求めない

方針でおります。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）その点も含めて、１％

ですから、やっぱりその辺のこともしっかり

と事前に計画性を持ってやっていただきたい

と思います。 

 災害が理由で、ガードレールすごい建てた

り、紀ノ光台の子が来てくれてということで、

いろいろお金がかかっていますけども、計画

が途中で違う方向に行ってしまうと無駄が生

じると思いますので、その点も厳しく、無駄

にならない綿密な計画を策定していただきた

い。これは要望です。 

 バス送迎などで、教職員の負担について。 

 橋本中央中学校が統廃合して、私もそこに

統廃合した直後ぐらいに勤めておりましたの

で、その辺のことがちょっと気がかりです。 

 昨日の質問の答えにも、教職員の数が再編

されると減るということで、トータル、昨日

の答弁であったと思うんですけど、現職員が

18名減ってしまうというような。加配とかは

別として。引き算したんです。15人が10人と

か。それが減になるということで、その数を

聞いただけでも現場の負担が増えるというふ

うに考えられます。 

 橋本中央中学校のバス送迎についても、も

ともとバスで送迎するような造りにもなって

いなかったので、渋滞等、あそこは特にエバ

ーグリーンとかがありますし、前は河川敷を

ちょっと工事していたので、抜けられないよ

うなこともあると思うんです。 

 それとか、あと教職員が、中学生やったら

もう「早う乗れ」と言うたら乗ると思うんで

すけども、小学生、１年生なんかはしっかり

乗せて、無事に送り届けるというところで、

ものすごい神経を使うと思うので、その辺の
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負担についても、どの程度考えておられるの

か。 

 あと、近隣住民からの苦情って絶対あると

思うんです。城山小学校の受け入れる側の方

たちも、バスが来て抜けていくとか、雨の日

に迎えに来たら、こっちから抜けてとか、や

っぱりそういうところまで考えていただきた

いので、それを考えるのに３年で足りるのか

なということは私はすごく思っているんです

けど、その点についてはどうでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）橋本中央中学校の

例では、帰りの便の出発の際に、予定どおり

生徒が乗ったかというのを学校の先生方に確

認してもらっている作業であったり、隅田小

学校におきましては、バスの時間が例えば変

更になったときに保護者に連絡をするという

こともあるんですけども、そういった形で先

生方が臨機応変に動いている実例があります。 

 ですので、ある程度は導入当初は先生方に

ご協力をお願いする形になりますので、そう

いったところを準備期間の間でお話しさせて

いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）実際に始まってしまえ

ば、なかなか、ほんま現場任せになってしま

うということが現状かなとは思うんですけど

も。 

 あと、文化継承という点から、境原小学校

は境原太鼓というのがありまして、授業中に

全員が太鼓をたたける時間があるんです。う

ちの子も３人いてて、全員たたけます。卒業

生もたたけます。特別支援学級の子もみんな

たたけます。 

 それは小規模校であって、目が行き届いて

いたからというふうに思います。誰ひとり取

り残さないということなんですけども、移っ

た城山小学校で同じようなカリキュラムの継

続はできるんでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）教育長。 

○教育長（今田 実君）現在、境原小学校に

ついては、総合的な学習の時間を中心にその

カリキュラムがつくられております。ほかの

学校においても総合的な学習の時間のカリキ

ュラムがあります。カリキュラムの作成は校

長の権限でやるものです。その中でどう引き

継いでいくかということについては、学校が

主になってつくるわけなんですけれども、そ

このところには私たちもしっかり、そこのと

ころは助言という形でしか私たちは入れませ

んけれども、関わっていくことができたらと、

そんなふうに思っております。 

 また、指導者についても、教育委員会から

県教委と交渉した上で派遣をしてもらってい

るという経緯もありますので、その辺りは学

校の意向を酌んで対応できたらと、そんなふ

うに思っております。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ぜひともよろしくお願

いいたします。 

 学童保育についてです。学童保育の形態は

境原小学校と城山小学校は違うと思うんです。

そういったところの学童同士の兼ね合いなん

ていうのは、そこまで当局は考えておられま

すか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）確かに、城山小学

校の学童保育と境原小学校の学童保育は運営

母体が異なります。しかし、このよさという

のを継承していきたいと考えておりまして、

団体の方や利用者の方の意向も踏まえて、場

所や料金送迎などの課題につきまして、どの

ような方法がよいかというのを協議していき

たいと考えています。 

 以上です。 
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○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ぜひとも学童保育のご

意見をしっかりと聞いていただきたいと思い

ます。 

 境原小学校の子どもたちを中心にした地元

地域の方々の熱い思い、地域を盛り上げよう

とする思いと、今まで積み重ねてきた歴史や

努力というのはどないなるんでしょうか。 

 例えば、運動会は地域と一体になって催さ

れています。卒業生も代々つながっていて、

地域を盛り上げたいです。特に夏祭りは、地

元のボランティアに、卒業生ごとに班になっ

て打合せするなど、同じＴシャツをそろえて、

花火の準備とお琴、太鼓クラブなど、すばら

しいにぎわいを見せています。子どもたちを

中心に地域が地元愛で結ばれているといって

も過言ではありません。 

 これも拠点が境原小学校だったからという

ことで、郷土愛、地元愛から活気あふれるま

ちづくりをめざす、橋本市の主体的な若い地

域力や凝集力が地域を支えるボランティア精

神あふれる大人たちの努力で培ってきた自治

の力を、事実上解体する方向に進んでいると

思えてなりません。今後、地域のポテンシャ

ルをどう維持するのか、具体的な方策はあり

ますか。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（岡 一行君）境原小学校に関わ

る皆さまが地域を盛り上げていただいている

こと、学校を見守っていることに関しても感

謝を申し上げる次第です。 

 具体的な方策につきましては現時点では持

っていないんですけども、地域振興をどうし

ていくかというのも地元の方と一緒に考えて

いけたらと思っています。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）ぜひとも、今度７月末

に地域とか学童保育とかの声が聞ける機会が

あると思いますので、何とかこのエネルギー

を分散することのないように、継続していっ

ていただきたいと思います。 

 最後に、卒業生で、母校の境原小学校、紀

見東中学校に子どもたちを通わせるために紀

ノ光台に家を購入した方が何人もいています。

その方たちが、最後に、これはもうちょっと

難しいとは思いますよ。ただ、でも、届けて

ほしいというので、最後に、境原小学校をな

くさないでとの声を届けてほしいとの要望を

お伝えして、二つ目の質問を終わります。 

○議長（森下伸吾君）次に、質問項目３、市

民の不安に寄り添ったＨＰＶワクチンの情報

提供とキャッチアップ接種制度の延長に対す

る答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（久保雅裕君）登壇〕 

○健康福祉部長（久保雅裕君）市民の不安に

寄り添ったＨＰＶワクチンの情報提供とキャ

ッチアップ接種制度の延長についてお答えし

ます。 

 一点目の、本市のＨＰＶワクチン接種の現

状についてですが、一つ目の、積極的勧奨の

再開についての市民への周知方法は、令和４

年度では対象者全員にはがきによる案内を、

令和５、６年度では、対象者全員に市で作成

した勧奨の案内文と厚生労働省のチラシを送

付しています。また、令和７年３月にキャッ

チアップ接種が終了となることから、９月広

報において最後の勧奨をお知らせする予定で

す。 

 二つ目の、接種状況と年代別接種率につい

てですが、キャッチアップ接種開始の前年と

なる令和３年度の接種人数と接種率は751人

で13.7％でしたが、令和４年度は760人で

18.8％、令和５年度は1,043人で26.2％となっ

ています。 

 年代別の接種率は、10代後半及び20代前半
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は１割から２割強で、2013年４月に定期接種

対象者となっていた24歳以上では６割から７

割強となっています。 

 三つ目の、健康被害に対する心配の声につ

いてですが、多くはありませんが、接種相談

に関する問合せはあります。 

 四つ目の、市民の不安に寄り添った情報提

供についてですが、本人やご家族の不安な気

持ちを傾聴しつつ、ＨＰＶワクチン接種によ

る子宮頸がんの予防効果などのベネフィット

が副反応などのリスクよりも大きいとされて

いることや、年々接種を希望する方が増えて

きていることなども伝えています。 

 また、接種を希望する方には、国からの情

報提供リーフレットを活用し丁寧に説明する

とともに、３回接種を期間内に完了するため、

令和６年９月までには１回目の接種を終える

必要があることも説明しています。 

 次に、二点目の、今後の対応についてお答

えします。 

 一点目の、キャッチアップ期間の延長につ

いての考えですが、厚生労働省では期間の延

長はなく令和７年３月で終了するとされてお

り、市においても延長は考えておりません。 

 しかしながら、子宮頸がんは性交渉が主な

原因となっており、ＨＰＶワクチンは初めて

の性交渉までに接種することが推奨されてい

ますので、今後は新たな定期接種対象者への

接種勧奨をより一層進めるとともに、ＨＰＶ

ワクチン接種の機会を逃した方には、いきい

き健康課で実施している子宮頸がん検診につ

なげていきたいと考えています。 

 二つ目の、接種率向上への対策ですが、未

接種対象者全員に毎年個別案内をしており、

その効果は相当あると考えております。今後

も新たな定期接種対象者には、これまでと同

様に個別の接種勧奨を行うとともに、ＬＩＮ

Ｅ等での啓発も併せて実施し、周知していき

ます。 

○議長（森下伸吾君）２番 板橋君、再質問

ありますか。 

 ２番 板橋君。 

○２番（板橋真弓君）キャッチアップの対象

者、今年度末ということなんですけれども、

ホームページ等で最終のご案内をするという

ことなんですけども、やっぱり９月ぐらいに

は第２回、第３回を行っていただきたいので、

個別通知を郵送で行ってほしいんですけれど

も。 

○議長（森下伸吾君）一般質問の持ち時間１

間が経過しましたので、２番 板橋君の一般

質問は終わりました。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）訂正の発言を

させていただきます。 

 先ほど接種人数と接種率のところで、私、

751人で13.7％とお答えしましたが、正しくは

571人で13.7％の誤りです。訂正しておわび申

し上げます。 

○議長（森下伸吾君）ご了承いただきます。 

 この際、３時30分まで休憩をいたします。 

（午後３時16分 休憩） 

                     

（午後３時30分 再開） 

○議長（森下伸吾君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番17、12番 小林君。 

〔12番（小林 弘君）登壇〕 

○12番（小林 弘君）皆さま、こんにちは。 

 本日で、もう一般質問は最終になります。

よろしくお願いをいたします。 

 月曜日からちょっとご迷惑をおかけしまし

たことを、この壇上から皆さまにお礼を申し

上げたいと思います。よろしくお願いします。 

 ３月議会のときにもう、そのとき誕生日で
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65歳ということで、またいろいろ体のほうも、

だんだんほんまに年いってきたなという感じ

をしております。ほんで届いたのが介護保険

証、こんなんを頂きました。なんぼもろても

ええもんやと思いますけども。 

 それと、本当にここでうれしかったのが、

全国放送のニュースで、介護保険料が全国的

に下がったということで、部長、見せていた

だいて、我がふるさと、本当にそんな全国ネ

ットのニュースに出ると、大変うれしかった

です。 

 今後ともいろいろと頑張っていただきまし

て、よろしくお願いをいたします。 

 本題に入らせていただきます。議長のお許

しを頂きましたので、本題に入ります。 

 大きく二つでございます。 

 １、災害時に要配慮者となる妊婦や乳幼児

に対する平常時からの取組みについて。 

 災害時における要配慮者とは、高齢者や障

がいのある方、妊産婦、乳幼児、児童、日本

語に不慣れな外国人など、災害発生時に必要

な情報を把握したり一人で避難することが難

しい人、避難生活などが困難な人を指すと聞

いています。 

 今後30年以内に70％から80％の確率で南海

トラフ地震が起きると言われている中で、今

回は災害時に要配慮者となる妊婦や乳幼児に

対する市の取組みについてお伺いをいたしま

す。 

 １、対象となる妊産婦、乳幼児の人数は。 

 ２、現在実施している平常時からの取組み

を教えてください。 

 ３、今後の取組みについて考えていること

はありますか。 

 二つ目でございます。 

 気候変動に伴う熱中症対策として、指定暑

熱避難施設（クーリングシェルター）の設置

をということで、令和６年４月、改正気候変

動適応法が施行され、気候変動に伴う熱中症

対策について、国・県・市町村の役割が強化

されました。 

 これは今後も起こり得る極端な高温化も見

据え、さらに熱中症の発生の予防を強化する

仕組みを創設することを目的に改正されたも

のです。 

 本市においても、気候変動による地球温暖

化が進行すれば、熱中症による被害者数もま

すます増加することが懸念されます。 

 こうした状況を踏まえ、本市においても地

球温暖化による熱中症対策の強化が、高齢化

が進む中、喫緊の課題であると考えます。 

 そこで、以下の質問をいたします。 

 １、昨年度、本市における熱中症による救

急件数は何件ありましたか、また、熱中症と

診断された総数の把握はされていますか。 

 ２、橋本市として、気候変動に伴う熱中症

対策についてのこれまでの取組み内容と、将

来を見据え、具体的にどのような対策を検討

されていますか。 

 ３、気候変動適応法では、市町村長は熱中

症による人の健康に関わる被害を防止するた

め、当該市町村の区域内に属する施設で基準

に適合するものを指定暑熱避難施設（クーリ

ングシェルター）として指定することができ

るとありますが、本市のお考えをお聞かせく

ださい。 

 壇上からは以上です。よろしくお願いをい

たします。 

○議長（森下伸吾君）12番 小林君の質問項

目１、災害時に要配慮者となる妊婦や乳幼児

に対する平常時からの取組みに対する答弁を

求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（久保雅裕君）登壇〕 

○健康福祉部長（久保雅裕君）災害時に要配

慮者となる妊婦や乳幼児に対する平常時から
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の取組みについてお答えします。 

 一点目の、対象となる妊産婦、乳幼児の人

数はについてですが、令和５年度の対象者数

は、妊産婦は578人、乳幼児は2,088人となっ

ています。 

 二点目の、現在実施している平常時からの

取組みについてですが、市では橋本市災害備

蓄計画に基づき、粉ミルクの備蓄に努めてい

ます。備蓄数量は避難所へ避難する乳幼児数

を66人と想定し、備蓄目標数１万9,404グラム

に対して現在２万1,409グラムを備蓄してい

ます。そのうちアレルギー対応備蓄として、

備蓄目標数の３％にあたる583グラムに対し

て609グラムを備蓄しています。 

 また、防災意識を高めることや、要配慮者

の１人として妊産婦や乳幼児も地域で生活し

ていることを意識していただけるよう、当事

者のみならず、関係課、関係機関に周知して

います。 

 今年度は当事者や関係機関にマザーズバッ

クや子ども防災バッグを例示し、物品の展示

とチラシによる啓発を行いました。 

 三点目の、今後の取組みについてですが、

健診や相談、各種教室や市内のイベント等に

おいて、マルチクリップとバスタオルを使っ

て代用する授乳ケープ、スーパーのレジ袋と

タオルを使って代用するおむつ等の物品の例

示やチラシによる啓発を通じて、防災意識の

醸成や、いざというときのための対応法につ

いて、母子保健推進員の協力を得ながら周知

してまいります。 

 また、市内８箇所の子育て支援センターに

おいて利用者への啓発を実施するほか、ヘス

ティアの皆さんには、物品の例示とチラシに

よる啓発、げんきっこｆａｍｉｌｙやインス

タグラムへの掲載等についても依頼していま

す。 

 さらに、市とアレルギー疾患を抱える子ど

もの保護者の代表が集まり、避難所における

注意点について意見交換の機会も持ちました。 

 災害時には、行政だけでなく、地域の方々

をも含めた多くの連携が重要と考えています。

今後も妊産婦や乳幼児等、支援を必要とする

子育て世代に対し、自助、共助の大切さを伝

え、防災意識を高めていきたいと考えます。 

○議長（森下伸吾君）12番 小林君、再質問

ありますか。 

 12番 小林君。 

○12番（小林 弘君）議長、すみません。そ

うしたら、ちょっと腰が痛いので、座らせて

いただきまして再質問のほうをさせていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（森下伸吾君）はい。 

○12番（小林 弘君）再質問でございます。 

 粉ミルクの備蓄についての答弁を頂きまし

た。ありがとうございます。ほかに妊婦や乳

幼児に対する備えとして備蓄しているものは

ありますか。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（大岡久子君）粉ミルク以外の

備蓄としては、子ども用おむつを備蓄をして

います。数量については、Ｓ、Ｍ、Ｌサイズ

合計で1,968枚です。 

○議長（森下伸吾君）12番 小林君。 

○12番（小林 弘君）続きまして、妊婦や乳

幼児など要配慮者への支援について、答弁以

外の取組みはありますか。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（大岡久子君）災害時に安否確

認や避難誘導を迅速に行えるように、避難行

動要支援者登録制度を進めています。まだま

だ登録者数が少ない状況にありますが、様々

な機関や見守り活動や支援活動を行っている

皆さまと連携をしながら周知をし、また、活

用してもらえるように取組みを進めています。 
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○議長（森下伸吾君）12番 小林君。 

○12番（小林 弘君）ありがとうございます。

避難行動要支援者登録が少ない状況とのこと

でした。今後、登録者が増えていきますよう

に頑張って、よろしくお願いをいたしたいと

思います。 

 続きまして、災害に備えて備蓄や防犯グッ

ズを準備していない人についての調査はいろ

いろなところで行っていますが、結果を見る

と、半数近くがしていないとの答えを頂いて

おります。理由として考えられることを教え

ていただきたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）ただ今のご質

問にお答えします。 

 理由として考えられることとして多いのは、

以下の三点ということで考えております。 

 一つ目が、防災グッズを用意しておきたい

けども、何を、どのぐらい準備していいか分

からない。 

 二点目には、専門家等の推奨する防災バッ

グというのがあるんですけれども、これが比

較的高額で、いざ家族全員分をそろえるとな

ると、経済的に高くなるので、よう買わない。 

 それから、三つ目としては、家族全員分の

防災バッグを置きたくても、アパート等で部

屋が狭く、置くスペースがなく、どこに置い

たらいいのか分からないというようなことが

考えられます。 

 また、調査結果を見ますと、防災グッズの

準備ができていない人の割合は５割前後とい

うことですが、さらに深く追及してみますと、

年代別に見ますと、20代では準備していない

人の割合が60％ぐらいということで、特に高

いという結果が出ています。 

 こういったことを受けまして、子育て世代

包括支援センターの業務では、特に20代、30

代の世代に関わる機会が多いことなので、今

後も啓発には力を入れて取り組んでいきたい

というふうに考えています。 

○議長（森下伸吾君）12番 小林君。 

○12番（小林 弘君）ありがとうございまし

た。防災バッグ、なかなか若い年代の人が持

っていないという答弁でした。 

 確かに、値段なんかを見てみますと、5,000

円から6,000円ぐらいするので、それを買って

よというわけにはなかなかいかないと思いま

すけども、自分とこにある、使っていないリ

ュックサックに、家にあるものをちょっと。 

 ここにちょっと、この前から防災バッグを

一つ買いました。ほんなら、30点ほどのもの

が入っとる、選りすぐりのものが入っていま

した。それなんか多分、半分ぐらい以上は家

で用意できるものかなと思いますので、自分

とこで余っとる靴なりとかをそこへ入れて、

家にあるもので防災バッグを作るというよう

な、これから指導というのか、そういうのを

していただいたら、いざのときに担いで出れ

るということで、避難場所に着いたときもあ

る程度自分で賄いができるというようなこと

もあると思いますので、しっかりと、高いも

のですので買えというのははなかなか難しい

と思いますけども、そういう指導をこれから

どんどんやっていっていただければと思いま

すので、よろしくお願いをいたします。 

 次に、再質問。今後の災害時の取組みの中

で、重点的に伝えたいことはありますか。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）重点的に伝え

たいことということのおただしですが、今回、

能登半島で起きた地震でも見させていただき

ますと、物資が拠点に届いても、交通の事情

や搬送の担い手が不足してしまうというよう

なことで、必要とされる方のところに届けら

れなかったということも聞いておりますし、
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また、アレルギー対応の備蓄品が物資の中に

混在してしまって、必要な人に届かなかった

などの反省があったというふうに聞いていま

す。 

 行政だけでは支援するには限界もあります

ので、市として皆さんにお伝えしたいという

ことは、さっきの答弁でも述べましたように、

災害を他人事ではなくて自分事として捉えて

もらい、まずは自助の力を高めていただいて、

防災用の備蓄が手元に届くまでの３日間をい

かに乗り切るかについて、防災グッズのまず

準備という形で啓発することはもちろんです

けれども、来るべき日に備えて、もしも地震

が起きたらではなくて、いつ災害が起こって

もよいようにという日頃から意識を持ちなが

ら、水や日用品などを家庭で買っていただい

て、ちょっと多めに買っていただくことでロ

ーリングストックという方法もありますので、

そういったことで、生活の中で自然と備蓄で

きるようにということも啓発していきたいと

いうふうに考えています。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）12番 小林君。 

○12番（小林 弘君）ありがとうございます。

大変分かりやすく説明いただきました。本当

にありがとうございます。 

 この前なんですけども、橋本市議会のほう

へ滋賀県の県会議員の女性を中心に滋賀県の

女性の議員団が、橋本市の子育て世代包括支

援センターとか家庭教育支援チームのヘステ

ィアとか、子育て短期支援事業制度とかを全

国的に先進的にやっていただいておるという

ことで、視察に訪れたとお聞きしました。 

 本当にそういう、全国的に注目してくれる

ような取組みを一生懸命やってくれとるとい

うのは、まず心から感謝を申し上げまして、

これで一つ目の質問を終わらせていただきま

す。ありがとうございます。 

○議長（森下伸吾君）次に、質問項目２、気

候変動に伴う熱中症対策として、指定暑熱避

難施設（クーリングシェルター）の設置をに

対する答弁を求めます。 

 総務部長。 

〔総務部長（中岡勝則君）登壇〕 

○総務部長（中岡勝則君）気候変動に伴う熱

中症対策として指定暑熱避難施設（クーリン

グシェルター）の設置をについてお答えしま

す。 

 一点目の、昨年度の本市における熱中症の

搬送件数、熱中症と診断された総数について

ですが、令和５年度に熱中症または熱中症の

疑いで救急搬送した件数は42件、熱中症と診

断された方は42人で、前年度と比較しますと

８人の増加となっており、熱中症の統計が始

まった平成23年度以降で２番目に多い救急搬

送件数、搬送人員となっています。 

 次に、二点目の、本市における気候変動に

伴う熱中症対策についてのこれまでの取組み

内容と具体的対策の検討状況についてですが、

本市では令和４年３月10日に橋本市気候非常

事態宣言を表明しました。宣言の後に改訂し

た橋本市地球温暖化防止実行計画に基づき、

市の事業系活動におけるＣＯ２排出削減をめ

ざし、再生可能エネルギーの導入検討を進め、

気候変動の歯止めの一助となることをめざし

ているところです。 

 また、熱中症対策の取組みですが、市ホー

ムページやポスターによる啓発、職員が週ご

とに熱中症の危険度を市民に示す「おのちゃ

んの熱中症アラート」の発信、市内小・中学

校を対象とした熱中症対応訓練などを実施し

ています。 

 そのほかにも、広報はしもとでの啓発や出

前講座、乳幼児の健診、高齢者宅への訪問時

などにおいて必要に応じてエアコンの使用を

促すなど、市民への熱中症予防の啓発に努め
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ているところです。 

 熱中症対策においては、市民一人ひとりへ

呼びかけ、意識づけを行うことが重要である

と考え、これらの取組みを今後も継続するこ

とで、熱中症の被害軽減に取り組んでまいり

ます。 

 三点目の、指定暑熱避難施設（クーリング

シェルター）の指定についてですが、令和６

年４月１日に全面施行された気候変動適応法

の改正に伴い、市町村長が要件を満たす施設

を指定暑熱避難施設、いわゆるクーリングシ

ェルターとして指定することができるもので

す。議員おただしの本市における気候変動適

応法に基づく指定については、県の動向等、

情報収集に努め、今後検討してまいります。 

 なお、保健福祉センター、各地区公民館、

図書館など市の施設については、開館時間中

はエアコンを稼働させていますので、暑さを

感じられた際には活用いただけるよう、市ホ

ームページなどで啓発に努めてまいりますの

で、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）12番 小林君、再質問

ありますか。 

 12番 小林君。 

○12番（小林 弘君）ありがとうございます。

この４月にテレビを見ておりましたら、こう

いうニュースが流れておりました。今年は特

にまた酷暑になるということで、そういうあ

れになったのだと思いますけども、市の施設

でしていくというのはなかなかいろいろと難

しい面もあると思いますけども、よろしくお

願いをしたいと思います。 

 再質問をさせていただきます。 

 クーリングシェルターは公共施設だけでな

く、民間施設も管理者の同意を得て指定する

ことができるとなっていますが、市の考えは

いかがでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）総務部長。 

○総務部長（中岡勝則君）民間施設の管理者

から今後指定の要望がございましたら、指定

に際しては管理者との間で協定を結ぶ等の必

要性がありますけども、公共施設と同様に含

めて、クーリングシェルターの指定について

民間施設も検討していきたいというふうに考

えております。 

○議長（森下伸吾君）12番 小林君。 

○12番（小林 弘君）ありがとうございます。 

 このクーリングシェルターは初めての取組

みになっていくと思います。この前からテレ

ビなんか等で見ておりますと、県が主導で県

内に何十箇所とつくっとる県もございますし、

市が主導でクーリングシェルターを、ネーミ

ングが、「何々市涼みどころ」というようなネ

ーミングをつけておりましたけども、そうい

うのもまた、キャッチフレーズもいいので、

そういうのをこれから、この夏の暑い間、ち

ょっと考えていただきまして、設置を、そう

いうキャッチーな名前もつけていただいたら

よろしいのかなと思います。 

 それと、もう一つお願いしたかったのは、

そのときにもやっておりましたけど、これは

あくまでも僕の思いだけで言うとる話なので、

なかなか難しいとは思いますけども、そのと

きもやっていたのが、ウオーターサーバーを

置いて、ウオーターサーバーの水はもう自由

に飲んでくださいと。そして、持ってきたボ

トルを飲み切ったら、またそれにボトリング

して帰ってくださいねみたいな自治体もあり

ました。それをまず、してとはなかなか言い

にくいので、ひょっとしたら市長はまた置い

ていただけるのかなと思いながら。 

 健康福祉センターの入り口辺りにあったら

いいのか、また、橋本市役所の入り口を入っ

たところのエントランス辺りにまたあったら

ええのか、雰囲気的に、喉が渇いて入ってき

た方が自由に飲めるような水、そして、防災
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の水なんかもそうなんですけども、これも担

当の方とお話ししとるときに、冷蔵庫を置い

ておいて、防災の水を冷やしていただいとい

て、自由に飲んでみたいなことができるので

あれば、そんなことをしてほしいなというよ

うなことをちょっとお願いしとったんですけ

ど、市長、１回お答えされとると思いますけ

ども、無理なお願いをするんですけど、そう

いうのもチャレンジしていただけたらなとい

うことで、市長の答弁を頂けたらと思ってい

ます。すみませんが、よろしくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

○市長（平木哲朗君）小林議員の質問にお答

えします。 

 クーリングシェルター、特に民間の施設で、

じゃ、橋本市でできるところというと、なか

なか難しいかなと。工場でもやっぱり、ほと

んど製造業なので、企業誘致のところでも難

しいですし、その中で公共施設については使

えるところは全部使ってもらおうかなという

ふうに思っています。 

 これは高齢者だけじゃなくて、今、杉村公

園も真夏になったら子どもおれへんようにな

るんです、暑すぎて。そのときに、今、保健

福祉センターの２階、のびのび保育をやって

いるところを昼から開放するとか、教育文化

会館の３階の中央公民館の横のほうに一つの

部屋を設けて、そこで遊んでもらえるように

していますし、公民館でも図書室を中心に遊

んでもらったらいいのかなというふうに思っ

ています。公共施設については、できるだけ

地域の人たちがそこへ来てもらえるようにし

てもらったらいいのかなというふうに思いま

す。 

 飲物については、基本的にはやっぱり持っ

てきてほしいなと。備蓄品を配っていたら、

たまるときがなくなってしまうので、やっぱ

り備蓄品というのはあくまで災害対応のもの

なので、そういうところも含めて、できるだ

け飲み水については持ってきていただいたほ

うがいいのかなと。 

 あそこへ行ったら行った人だけ水がもらえ

るとか、うちわをもらえるとなったら、公平

性を言われたときにちょっと何とも、行かな

い人、行けない人にとっては平等性に欠ける

のかなというふうに思います。 

 また、ウオータークーラーについては、実

際に置くスペースがあるのか、排水が大規模

工事せなあかんのか、やっぱりそういう問題

もあると思うんです。やろうと思ったら、外

へ逆につけらなあかんのかなと。 

 公民館とかやったら、やっぱり穴を開けら

なあかんという問題もあるので、その辺も含

めて、置けるところは置くようにするし、例

えば、利用者が多いところについては、そう

いうまたスペースがあるようなところでは、

一度、担当のほうに協議をさせます。 

 できるだけ飲物については持ってきていた

だいたらありがたいし、もしなかったら、持

ってこなかったら、そこへ備え付けてある橋

本の水を飲んでもらうということで、前提は

持ってきてもらうということでお願いできた

らなと。 

 災害のときでも、避難所を開けたときでも、

飲物、食べ物については持ってきてもらうと

いうのを基本にしています。そうしないとど

んどん減っていったりしますし、そういうと

ころの対応については臨機応変に対応してい

けたらなというふうに思います。 

 ですから、遠慮せずに公共施設を使ってい

ただいたらいいと思いますし、昨日、17番議

員にもお答えしていますけども、できるだけ

多くの高齢者の皆さんや子どもたち、小さい

子どもを連れている保護者等にも、ここを使

ってくれていいですよという情報発信に努め

てまいりますので、高齢者に限らず、小さい
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子どもの遊ぶ場所がなくなったら、また、公

民館の図書室とか遊戯室とか、そういうとこ

ろでできるだけ遊んでいただいたらと思いま

すので、よろしくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）12番 小林君。 

○12番（小林 弘君）市長、ありがとうござ

います。前向きにちょっと検討も含めてとい

うことで、僕の気持ちの問題です。もう健康

福祉センターと市役所の入り口辺りにウオー

ターサーバーなんかがあったらええんかなと

いうだけで、またちょっと無理なお願いをし

ましたけども、市長の前向きな答弁を頂きま

したので、これで私の一般質問は終わらせて

いただきます。 

 最後にちょっと立たせていただきます。 

 ありがとうございました。ご迷惑かけまし

た。 

○議長（森下伸吾君）12番 小林君の一般質

問は終わりました。 

                     

○議長（森下伸吾君）これにて一般質問を終

結いたします。 

 以上で本日の日程は終わりました。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさ

までした。 

（午後４時00分 散会） 
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